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ーヒノキ植林とブナ再生の狭間の雪の絵模様 一
I 鬼ケ岩ノ頭の尾根に出る 「 白馬」
毎年冬になると， 神奈川県の屋根， 丹沢山地の
主脈に位置する1 608mの鬼ケ岩ノ頭（おに がいわ
のかしら） の北東尾根に， 大きな雪の絵模様 が出
現する（第1 図）． その姿は， 天に向かって山を駆
け上 がる馬そのもので，丹沢北東麓の鳥屋（とや）
地 区では， 冬の風物詩 「 白馬（はくば）」として親
しまれている．
雪の少ない丹沢でも， 標高の高い所は5 0cm 程
度の根雪になり， とく山の南西斜面は雪 が溶けや
すいのに対して， 北東斜面は雪 が長く残る （山根
ほか， 2009 , pp.3 81 -3 8 2) .  そのため， 相当な暖冬
でもないかぎり， 例年 1月中旬頃から 3月下旬頃
まで 「 白馬」は見られる． 降雪の早い年ならば，
1 2月中に 「 白馬」は現れる． その後， 降雪が続か
なければ， 一度は姿を消す． そして， 1月に入っ
てからの降雪によって 「白馬」は再び山肌に現れ，
雪をもたらす寒気の強まりや低気圧の通過 が繰り
返されることで， 3月下旬頃まで消えることはな
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「白馬」 の姿 が大きく明瞭に見えるのは， 南山
(5 44m) の展望台的な場所や， 三ケ木（みかげ）地
区 にある国道 41 2号と 国道 413号の交差点付近
を除けば， 鳥屋地 区内のいくつかの場所に限られ
る（第 2図）． 道 志川沿いの青 根地 区や青 野原地 区
では，「白馬」の位置から距離的に近くても，1 000m
級の尾根 が介在するので，見ること ができない（第
2図）． 一方， 「 白馬」 が見やすい時刻は， 南岸低
気圧 が去った翌日の午前， 冬型気圧配置の強まっ
た午前などの睛れた時間帯であり， 遮る地形や建
物 がなければ， 北東へ直線で約 20kmの相模原市
緑区橋本付近だけでなく， 県境を越えた八王子市
南東部からも遠望できる（第 2図）． もっとも， 午
後に入ると， 霧に覆われたり， 逆光になったりし
て見えなくなること が多い． ただし， 日没間際に
なると， 薄暗い夕暮れを背景に， 「 白馬」 がぼんや
りと浮かび上 がる．
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第1図 鳥屋から見る鬼ケ岩ノ頭の 「 白馬」
注）左の写真は鳥居原の湖畔公園から2012年3月1日に撮影したもので ， 右の写真は鳥屋出張所の東の高みから2012年3月21日に
撮影したもの． 雪を頂く一番高いピ ー クが蛭ケ岳 (1673m) で ， その左手 ， 「白馬」の上のピ ー クが鬼ケ岩ノ頭 ． 左の写真は ， 右の
写真よりズ ー ムアップさせているので ， 「白馬」の姿も大きく写っている ．
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第2図 丹沢とその周辺
注）星印は 「白馬」， バ ツ印は 「 白馬」が眺望できる地点を示す ． 眺望地点の大半は筆者が確認したものだが， 一部は文献・インターネッ
卜惜報による． 等高線は国土地理院の 「電子国土Web」(http://W\vw.gsi.go.jp)を参照した 点線は神奈川県の県境を， 破線は鳥屋
地区の範囲を示す． 「白馬」から北東方向に2本の直線で囲んだ部分は， 遮蔽する地形や建物がなければ， 「白馬」 がはっきり見え
ると考えられる範囲 ． 北に寄るほど頭を振り上げる後姿が， 東に寄るほど低い姿勢で走る横姿が見える．
II 雪の絵模様と雪形
1 . 現代の雪形
丹沢の 「 白馬」を雪形とする人は少なくない が，
厳密には正しくない． けれども， 「 白馬」が雪形か
ら完全に離れたものならば，その価値は半減する．
日本独自の自然観である雪形 （小川， 2008 , p.1 8 ) 
があってこそ， 丹沢の 「 白馬」も注目されてきた．
では， 雪形とは何で， どのような意義を有し， 「 白
馬」との類似性や相違性はどうなっているのだろ
うか. 3 点に分けて整理してみたい その際， 必
要に応じて， 日本で最も有名な雪形である 白馬 岳
の 「代掻き馬」や， 「 白馬」に匹敵する ほど動物の
姿をよく表している吾妻小富士の 「雪うさぎ」 を
比較対象としたい．
まず1 点目 そもそも雪形は， 北アルプスの 白
馬 岳(293 2m) の 「代掻き馬」や爺ケ岳(26 70m)
の 「種蒔き爺」で知られるように， 雪国に春 が訪
れるとき， 周囲より雪が長く残る部分や， 周囲よ
り雪 が先に消える部分 を何かに見立て， 代掻き ・
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種蒔き ・ 田植えなどを始める時期の目安としたも
のだった（荒山，1991 , p. l ; 市川， 2004 , pp. 9 01 -
9 0 7). 春の訪れ が遅く， すぐに初夏 が来る雪国で
は， 農作業の開始期間 が短く限られ， 雪形は， そ
の時期 を見逃さないための知恵だったとされる
（市川， 2004 , p. 9 06). もちろん地域によっては，
山菜取りの開始時期の目安になる場合もあれば
（大越2008 , p.19 ) ,  その年の豊凶を占う参考に
なったり， ヒエ ・ 豆 ・ ゴボウ ・ 麻の種を撒く時期
の目安にもなる場合もあった（脇田， 2011 , pp. 1 2-
13 ). しかし， 丹沢の 「 白馬」には， 農事歴を示す
役割も， 豊凶を占う役割もない．
雪国の昔の人 が雪形だけ を頼りに農作業を開始
していたとは思えない が， 少なくとも農事歴や自
然歴としての雪形には， 生活上の役割 があったと
言える． ところ が今日， 雪形は風景や風物詩とし
て， 観光資源や地域振興のための象徴的な役割を
担うように変化している． 例えば， 爺ケ岳の 「種
蒔き爺」は， 大町市の市制 25 周年 を記念する 「大
町やまびこ音頭」の歌詞となり， 地元で開催され
る雪形作品展の詩や絵の題材になった （荒山，
1999, p. 75 ) .  福島市 の西に 見える吾妻小富士
( 17 07 m) の 「雪うさぎ」も， 昔は 「兎形」や 「種
蒔きうさぎ」と呼ばれ， 春の農作業開始を知らせ
るものだった が， 今や福島市のシンボルであり，
道路標識や音楽祭の楽曲に使われるだけでなく，
1997 年には観光PR用のキャラクタ ー 「モモ リ
ン」 のモチ ー フにまで採用された （作田， 2001,
pp. 1 26 - 137 ). 「種蒔き爺」にしても， 「雪うさぎ」
にしても， そこからイメージだけ が取り出され，
標識や作品といった別種のものに用いられてい
る．
次に 2点目． 雪形研究の先駆者は， 雪 が凹地や
谷筋などに溶け残って白い絵模様になるタイプを
「ネガ型」， 周囲の残雪の中で岩肌や稜線などが黒
い絵模様になるタイプを 「ポジ型」 と呼び， そこ
には， 地域による地形や気候， 農作業開始時期の
差が関係していると考えた （田淵， 19 81, p. 315 ). 
したがって， 雪形に与えられるネガ型とポジ型の
分類は， 融雪期の絵模様に基づいている． また，
「代掻き馬」が馬の形に似ているとはなかなか言い
にくいように， 雪形には無理な見立て が多い． し
かし， それは雪形 が農事歴や自然歴に使うもので
あったからで， 本当にそれらしい形をしているか
どうかは重要でない． 乗鞍岳の雪形は， 最も姿が
近いと思われるカモシカではなく， 農民の生活の
中で使われていたニワトリに見立てられる（田淵，
19 81, pp.317 -31 8) .  飛騨の 「牛形 」も， 完全な姿
の牛ではなく， 半分くらいの姿の牛であり， それ
は農作業の開始時期に合わせたものらしい（脇田，
2011, p. 1 8 ). 
ところ が現代では， 融雪期の分類という点を考
えず， 単に色だけで， 「代掻き馬」 を黒いネガ型，
「白馬」を白いポジ型としたり， もともとの目的か
ら離れ， 形のみに注目し， 「代掻き馬」は強引な見
立て， 「 白馬」は明瞭な姿として （秋山， 201 0),
両者を同じ範疇で比べる見方も出てきている． こ
のような見方は， 本来の雪形概念から外れる が，
必ずしもそうとは言えない状況も生じている． 再
び吾妻小富士の 「雪うさぎ」の例を出してみよう．
吾妻小富士は， その名のとおり， 富士山に似た形
の火山であり，融雪期になると，山肌の窪地に 「雪
うさぎ」 が出現する． この 「雪うさぎ」に関して，
筆者はおもしろい体験をした．
-3-
それは， 201 2年 3月下旬， 福島市の飯坂温泉に
泊まって， 青葉旅館の女将の息子さんと交わした
会話でのことだった． 筆者が 「雪うさぎはもうす
ぐ見られますか？」 と聞くと， 息子さんは 「まだ
です. 1 0月や 11月になってからです」と答える．
それに対して， 筆者が 「 4月や5月ではないので
すか種撒きの時と言いませんか？」と再度聞く
と， 息子さんは 「昔はそうです が， 今はそういう
習慣はないです． 秋はレア． 雪 がちょっと降って，
偶然残った時にしか見えないので」と説明する．
「雪うさぎ」の出る時期を尋ねたの が 3月であった
にもかかわらず， 「雪うさぎ」がよく見える地域の
人， しかも歴史や文化に通じている地元の人 が，
とっさに 「雪うさぎ」 の時期を1 0月や 11月とし
たことは驚いたそして， 「レア」なものとして 1 0
月や 11月の 「雪うさぎ 」 を評価した点は興味深
かった その後， 調べてみたが， 福島市では， 晩
秋や初冬に出る 「雪うさぎ」が確かに福島市の人々
に認識されていた もはや農作業の伝説よりも，
白い絵模様としての 「雪うさぎ」の方に関心が向
かっている．
最後に 3 点目 物質としての雪形は自然条件だ
けで作られる． すなわち， 融雪や残雪 がもたらす
気候と， 岩肌や窪地をつくる地形 が， 雪形という
絵模様を作り出している．
しかし， 吾妻小富士の 「雪うさぎ」にも， 自然
状態が途切れるかもしれない出来事 が起こった
1991年の 「雪うさぎの目論争」だ （作田， 2001,
pp. 1 29 -13 0) . 1995年に福島国体が開催されるこ
とに決まり， 福島県をアピ ールする機会と考えた
地元の福島商工会議所青年部は， 「雪うさぎ」に期
間限定でオレンジ色のビニ ールシ ー トを置く 「目
入れ」の計画を立て， メディアもそれを好意的に
報道した一方，吾妻連峰自然保護連絡協議会は，
国立公園内の景観をいじることになるので反対し
た環境庁も， ビニ ールシ ー トを置く行為は明確
な法律違反にはならないものの， 自然保護という
国立公園の趣旨には反するとして，否定的だった．
論争の中， 「目入れ」を実行しようとした福島商工
会議所青年部は， 現場に到着した が，足場 が悪く，
作業に危険が伴ったため， 計画を中止した この
ように， 実現はしなかった が， 雪形に手が入る寸
前までいったことは間違いない．
雪形に手を加えるのではなく， 雪形の概念を再
考させるような例もいろいろある． 近年， 残雪の
山肌に個々人 が 「ニュ ー雪形」 を発見するという
ツア ー が行なわれている． カメラを携えたグル ー
プが山々を眺める様子は， 田植え中の農家も驚く
ほどのものらしい が（大越， 2002 , p. 195), 「ニュ ー
雪形」への関心は雪形の概念を広げるだろう ま
た， 平安の貴族 が 『伊勢物語』で 「時知らぬ山は
富士の嶺 いつとてか， 鹿の子まだらに雪の降る
らむ」と詠んだのは， 富士山の残雪絵模様に対す
る自然鑑賞と言えるので（大越， 2002 , p. 19 6), 
雪形の起源を農事歴や豊凶占いだけに限っていい
かも分からなくなる． 白馬岳の 「代掻き馬」は，
形としては 1月でも見えるので， 地元 白馬村の
人々は， 「代掻き馬」ではなく， 少し北に位置し，
見える期間 が春の 1ヶ月に限定される小蓮華山の
「仔馬」を代掻きの目安にしていた が，この 「仔馬」
に関する伝説， すなわち田植えの時におにぎりを
食べな がら山を眺めると 「仔馬」 が出ていたとい
う伝説は， 親から聞いた伝説に， 自分独自の語り
を付け加えた新しい伝説だという（大越， 2008 ,
p. 21). それぞれの時代， それぞれの人々， それぞ
れの形態の雪形 があるのだという考え方 が強まっ
ている．
ところで， ある事象 が生起するとは， どういう
ことだろうか． 例えば， 馬の形 をした雪の絵模様
は， 無理やりでよければ， いくつでも探せる． し
かし実際は， その一部しか馬の雪形とされない．
むしろ， 馬に見えないもの が馬の雪形になってい
る． 雪形は， 形の正確さとはあまり関係なく， 人
間の認識と言説によって誕生する． 事実， 目だけ
で把握するの が難しい雪形 を， 昔の人は民俗知識
として利用することで伝承していた（荒山，1991 ,
p. 2 ;  大越2002 , p. 191). 今の人もメディアの言
説を介して事前に知っているので， 雪形を見つけ
ること ができる（荒山， 1999 , p. 72 ; 大越， 2002 ,
p. 193). それに 「雪形」 という語自体， 昔の史料
にはなく（田淵， 19 81 , p. 31 4), 近代に入って，
おそらく柳田国男あたり が作ったものとされる
（大越， 1999 , p. 22). こうなると， 農事歴として
の雪形こそ本物で，現代の雪形は亜種にすぎない，
とは言いにくくなる．
2. 風景の場所性と文化の真正性
丹沢の 「 白馬」はどのような現象なのだろうか．
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「 白馬」を捉えるには， 現代の雪形との関連性を考
える必要がある． また， 「 白馬」はいつ頃から存在
しているのだろうか． この場合の存在とは， 物質
的に生起することだけでなく， 社会的に認知され
ることも意味する． そして， 地元の鳥屋の人々は，
「 白馬」をどう認識しているのだろうか． この場合
の認識とは， 「 白馬」の形， 呼び方， 成立時期など
に関する見解や議論とともに， 「 白馬」についての
価値判断や将来展望なども含む． このように本稿
では， 事象や出来事そのものより， 事象や出来事
に対する人々の態度や意識， 姿勢や反応に焦点を
充てたい．
自然風景や地域文化を扱う地理学で注目されて
きた概念として， 場所性（レル フ， 1991)や真正
性（荒山， 1995) が挙げられる 場所性とは， あ
る地域の風景や景観が， 他の地域から借りたり，
他の地域を真似たりしたものではなく， その地域
の風土や歴史を反映し， 住民に根付いていること
を指す． 真正性とは， 地域の文化 がその地域固有
のものであり， 土地の伝統と慣習に基づいている
ことを指す． 丹沢の 「 白馬」については， これか
ら明らかにしていくように， 成立時期 が遠い昔で
はないこと， 成立経緯に特殊な事情 があること，
成立場所 が雪の少ない地方であることから， 風景
の場所性や文化の真正性を充分に備えていない可
能性 がある． 本稿では， 「 白馬」がどれくらい場所
性や真正性を備えているのか， それらの獲得をよ
り確実にするには何 が必要なのか， という議論も
行なっていきたい．
以下， IIIでは， 社会の中でいつ頃から 「 臼馬」
への関心が高まり定着したかを新聞記事， 山岳
メディア，自治体の観光ガイドから明らかにする．
次にWにおいて， 「 白馬」の成立時期や成立過程を，
地域誌地元の人の話国土地理院の空中写真か
ら把握するとともに， 「 白馬」の成立に対する人々
の意識や態度も捉える． さらにVでは， 「 白馬」に
関する鳥屋の人々の認識の一致点や相違点を探る
ことで， 地元での 「 白馬」 の意味を考える． そし
てVIで， 自然保護の流れに注目しな がら， 「 白馬」
を守る地元の動き を追う． 最後にVl]において， 「 白
馬」 の場所性や真正性に言及し， 丹沢の 「 白馬」
と雪国の雪形との相違点や類似点を整理しつつ，
「 白馬」が現代においてどのような意義を持ってい
るかを論じる．
皿 社会に認知される 「 白馬」
l . 新聞記事での記載
雪形との類似性を強調しなければ， 丹沢の 「 白馬」
を記事にする意義が出しにくいからであり， また
雪国にあるものが， 雪の少ない地方でも 見られる
という驚き を読者に抱かせるためだろう．丹沢の 「 白馬」 は， 今ではそれなりの知名度が
ある． 「 白馬」を社会に広めたロ ー カルニュ ー スの
役割は大きい． 相模原市立図書館で新聞記事 を
キ ー ワ ー ド検索すると， 地方紙の神奈川新聞など
で2000年代に入って取り上げられていることが
分かる神奈川新聞の記事 を整理しよう（第1表）．
2007年と2008年の記事では， 「 白馬」の 説明が
減り，「冬の風物詩」や 「 例年より」などの表現が
使われ， 「 白馬」がある程度社会に認知されている
ことが前提になっている． そして， その 前提のも
とで， 相模原市域のどこから 見られるのか， いつ
頃まで見られるのか， という実際的な地域情報の
提供に重点が置かれている．
3本の記事には違いがある． 初めて 「 白馬」が
紹介された2001年の記事では， 「 白馬」がどこに
あり， なぜ形成され， どのようなものかが説明さ
れている この記事で初めて 「 白馬」 を知った一
般人も多いのではないか． また， この記事では，
北アルプスの白馬岳の例が持ち出され， 雪国の雪
形と同種のものとされている． これ はおそら く，
3本の記事には類似点も ある．注目したいの は，
「 出現した」 や 「 現れた」といった語句の使用で，
当該年度に初めて 「 白馬」が見えたこと を読者に
強調している． 「 白馬」は例年3月下旬頃まで見ら
れるし， 2月に頻出 する大雪の後はとりわけ明瞭
日付とタイトル
神奈川新聞
社会面p.21
2001年1月18日
メインタイトル： 「 丹沢
に白馬」
サブタイトル： 「 山肌の
雪形 寒波で出現」
神奈川新聞
地域面p. 18 
2007年12月29日
メインタイトル： 「 山肌
に
‘‘
白馬" 駆ける」
サブタイトル： 「 相模
原・丹沢」
神奈川新聞
第一 面p. 1 
2008年12月16日
メインタイトル： 「 初冠
雪で白馬現る」
サブタイトル： 「 津久井
「 鬼ケ岩ノ頭」」
第1表 神奈川新聞に掲載される 「 臼馬」
記事内容
1 丹沢山塊に，白馬の雪形が出現している．雪形は山肌の残雪の形が人や鳥獣などに見立
I てられるもので， 北アルプスの白馬岳は有名．丹沢最高峰・蛭ケ岳(1673m)近くの鬼
ケ岩(1608m)から津久井方面に延びる尾根の中腹に現れている最近の寒波で山塊が
雪に覆われ出現したまるで白馬が天に向かって飛び立とうとしているようだ．津久井
町の中島美貞さん(68) は 「 昭和40年代に現地の木を伐採している」と話しており，
周囲の林とのコントラストから白馬が現れるようだ．（…）愛川山岳会の佐々木力夫さ
ん(61)の調査では，宮ケ瀬湖近くの津久井町鳥屋馬術場， 同荒屋敷など六カ所ほどか
ら臼馬がながめられるという．佐々木さんらは尾根を 「 白馬尾根」と名付け， 早戸川方
面から蛭ケ岳へ最短距離で登れることから， 登山道を整備する計画．
相模原市津久井町地区の丹沢山地の山肌に
‘‘
白馬,, が現れた．山林間の草地に積もった
雪が馬の形に見え， 地元では冬の風物詩． 北東に約20 "'o離れた橋本駅近くからも眺め
られる． 模様ができる草地は， 丹沢山地の 「 鬼ケ岩ノ頭」(1608m) から約1 "'o 下った
標高1400{元地点の登山道沿い．周りが常緑樹のため， 積雪時には前足を上げた馬の姿
が浮き上がる．約l.5 "'o離れた蛭ケ岳山荘の管理人によると，今月22日夜に雪が降り，
付近では約40f
,,
の積雪となった 標高1000m超で最高気温が零度を下回る日が続く
ため，‘‘ 白馬
”
は3月上旬まで見られるという．
丹沢山地北部への初冠雪以降初めて快晴に恵まれた15日， 相模原市津久井町鳥屋の
「 鬼ケ岩ノ頭」(1608m)近くの山肌に， 駆け上がる
‘‘
馬,, の模様が現れた この模様は
木立に囲まれたクマザサなどの草原に雪が積もってできる． 近くの蛭ケ岳山荘による
と， 付近では14日未明に約5 f
,,
の積雪が確認され， 例年より数週間早いという． 姿は
ふもとの鳥屋地区の市鳥屋地域センタ ー や，相模川に架かる新小倉橋付近（同市城山町
小倉）から鑑賞できる．住民によると， 山に霧がかからない快晴の日の午前中， 雪解け
の来年3月ごろまで見られる．
注）原文の漢数字の一部は算用数字に変えて示した ． 表中の他，相模原市立図書館のキ ー ワ ー ド検索では，朝日新聞朝刊の地方版で，
2001年1月19日（神奈川・さがみ野面p.35)に 「丹沢に 「 白馬」跳ね」，2008年2月20日（神奈川・さがみ野面p.31)に 「大雪
で巨大 「 白馬」＜っきり」の記事があるが，写真が中心で詳しいことは書かれていない また，未見だが，読売新聞朝刊の地方版
でも，2008年2月13日に 「 白馬雪形」という記事も検索された
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になるが， そうした時期の 「 白馬」ではなく， 山
の初冠雪時に現れる 「 白馬」を取り上げることで，
本格的な冬の到来を伝 えて いるのではな いか． 季
節を実感すると いう こ とは， ある季節の真っただ
中に いることを感じるだけでなく， その季節が到
来 する瞬間を捉 えることだと筆者は考 えるが， 風
物詩としての 「 白馬」につ いても， 季節の到来と
しての意味合い が重要なのだろう．
2. 山 岳 メ デ ィ ア での記載
丹沢主脈への尾根筋にある 「 白馬」は， 山 岳関
係者や登山愛好者の問でも関 心 が高い． そこで，
網羅的ではな い が， 地域の登山ガイドや山 岳雑誌
から， 丹沢の 「 白馬」 がどの よ うに取り上げられ
ているかを見ておきたい．
『北丹沢ガイド ブ ッ ク』は， 珍し いル ー トや難し
いル ー トを掲載し， 隠れたガイド ブ ッ クと言って
い い ． ただし， 「 白馬」につ いては， 白馬尾根ル ー
トの項で， 「広 い 草原に雪が積もると地元の鳥屋方
面で馬の雪形 が見られる」 と， 簡単にしか触れら
れて いな い （第 2表）． では， な ぜ 『北丹沢ガイド
ブ ッ ク』が重要なのかそれは， 白 馬尾根ル ー ト
を 記述したの が， 神奈川新聞の 2001年の記事に
出てくる佐々 木力 夫さんだからだ． 新聞記事には，
佐々 木さんら が 「尾根を ‘ 白馬尾根 、 と名付け，
早戸川方面から蛭 ケ岳へ最短距離で登れることか
ら， 登山道を整備 する計画」 （第1 表）とある． 白
馬尾根ル ー トを実現し， 詳しく紹介したの が 『北
丹沢ガイド ブ ッ ク』なのだ．
蛭 ケ岳への急傾斜の直登 コ ー スである 白馬尾根
ル ー トは， 営林用の作業道であって， 一般の登山
道ではな い ． それだけに， 夏山， 冬 山 を 問わず，
あ えてこのル ー トに臨む登山者も少なくない． そ
の登山記はインタ ーネ ッ ト上で複数見ること がで
きる． 総じて， 遠くから見れば 「 白馬」 の風景で
あり， 歩 いて近づけば丹沢に珍し い 草原であるこ
と が記述されて いる．
八王子にある 白山書房 が 刊行 する山 岳雑誌で
も， 白馬尾根の登山記を偶然 1 つ見つけること が
できた （第 2表）． 記事の著者は自宅付近から見 え
る 白馬を目指 す． 二度の登山記録が書かれて いる
点がおもしろ い ． 一度目の登山で 「牧場みた いな
一面のサ サ原」に感動した著者は， 「広々 としたカ
ャ トの原っ ぱ」 をもう一度体験したくて， 二度目
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の登山を実施する． それだけ 白馬尾根の草原は重
要な場所なのだろう ． 「 白馬」あるいは 白馬尾根は，
珍しさ を備 えた視覚対象だけではなく， 特異さ を
備 えた登山対象にもなって いると言 える．
『北丹沢ガイド ブ ッ ク』の中で， 佐々 木さんは 白
馬尾根周辺の地図を示した地図には， 草原の形，
位置 標 高 それに 急斜面と緩斜面 鹿柵， 崩壊
地， 特徴的な植生や独立樹の場所が描き込まれて
いる． インタ ーネ ッ ト上にある 白馬尾根ル ー トの
登山記録には， 『北丹沢ガイド ブ ッ ク』を参照した
と記して いるものもある． 白馬尾根に 向かう登山
者の何割 が 『北丹沢ガイド ブ ッ ク』を直接的ある
いは間接的に読んだかは分からな い が， 一般的で
な い ル ー トがこの よ うに 紹介される意義は大き
い ． いずれにしても， 登山者の間で 「 白馬」や 白
馬尾根 が広く知られる よ うになったのは， 2000年
代に入ってからだと指摘できる．
3 .  地元 自 治体の観光 ガ イ ド での記載
鳥屋は，もともと津久井郡の鳥屋村であったが，
1955年に周辺の村々 と合併し， 津久井郡の津久井
町 を構成 する よ うになった． その後， 2006年に津
久井町 が， 200 7年に城山町 が， それぞれ相模原市
に 吸収合併された そして， 201 0年に相模原市が
政令市に指定されると， 鳥屋は相模原市緑区の一
部となった 丹沢山地の北 麓に位置するため， 冬
の気温は低く， 降雪量も多く， 地形的にも気候的
にも， 同じ緑区の市街部である橋本とは 異なって
いる．
津久井町 が 吸収合併され， 城山町 がまだ 吸収合
併されて いなかった時期に， 相模原市から 『相模
原 ・ 津久井広域観光 マ ッ プ』と いう観光マ ッ プが
発行された 表側は観光ガイド， 裏側は観光 マ ッ
プになって いる． 「この地図に掲載の情報は 2006
年 2月時点の調査に基づくもの」 と注記されて い
るので， 「 2006年版」と呼んでおこ う また， 201 0
年 4月に相模原市 が政令指定都市化した後の観光
ガイドもある. 2011年 3月発行の相模原市観光ガ
イド ブ ッ ク 『あしたさがみはら』で， 48 ペ ージの
手帳大の小冊子の中に観光 マ ッ プが折り込まれて
いる． こちらは 「 2011年版」としておこう．
両者を 比較 すると， 20 06年版では， 「見る」 の
コ ー ナ ーにも， 「歳時記」の コ ー ナ ーにも， 「 白馬」
は見当たらな い ． 一方の 2011年版では， 「丹沢山
第 2 表 山岳 メ デ ィ ア に 出 て く る 「 白 馬」
日 付 と タ イ ト ル I 記事 内容
佐 々 木 力 夫， 「 白 馬 尾 I ( … ） 登 山 ル ー ト は ， 鬼 ケ 岩 ノ 頭か ら 北東 に 雷平 に 向 か っ て 伸 び る 尾根で， ヒ ノ キ の植林
根 （鬼 ケ 岩 ノ 頭 ・ 北東 地， 草原 の 尾根， ブ ナ 林 と シ ロ ヤ シ ロ ッ ツ ジ， ト ウ ゴ ク ミ ツ バ ッ ツ ジ の 原生林で構成 さ
稜） 」 れ て い る ． 広 い 草原 に 雪 が積 も る と 地元 の 鳥 屋方面で 馬 の 雪形が見 ら れ る の で 「 白 馬尾
『北 丹 沢 ガ イ ド ブ ッ 根」 と 呼 ばれて い る 特 に 5 月 下旬 か ら 6 月 上旬 の ヤ シ オ ッ ツ ジ と ミ ツ バ ッ ツ ジ は 一見
ク 』 （植木知 司編， 北丹 す る 価値 が あ る ． （ … ） 尾根筋へ 向 か う と 丹沢で も 珍 し い 広々 と し た 草原 に 出 る ． こ の 草
沢山岳セ ン タ ー ， 2007 原 の 中 に 1 本 の ブ ナ の独立樹が あ る の で， よ い 目 標 と な る （下 り の 場 合 は ， 直進 し な い
年， 初版 は 2002 年） よ う に注意す る ） ． こ の 付近 は ， 鹿 な ど の 遊 び場 ら し く 獣道が多 い ． 尾根筋 へ 出 て 草原 を
多 羽 田 啓子， 「 （丹沢〕
白 馬 の 雪 形 が 現 れ る
尾根」
『 山 の 本』 第 43 巻 （ 山
の本編集部編 白 山書
房 2003 年）
登 り 詰 め る と ブ ナ の 大木， カ エ デ， シ ロ ヤ シ オ ッ ツ ジ ， ト ウ ゴ ク ミ ツ バ ッ ツ ジ， ミ ヤ マ
ク マ サ サ ， バ イ ケ イ ソ ウ の 原生林 の 勾 配が急 に な り ， 植生保護柵 の 間 の 踏跡 を た ど る と
鬼 ケ 岩 か ら 約 50 メ ー ト ル ばか り 丹沢山寄 り の 植生保護柵 の 間 か ら 縦走路へ合流す る ．
鬼 ケ 岩 の 鎖場 を 過 ぎれ ば， 蛭 ケ 岳 山荘 は 目 前だ ．
わ が家 の 近 く に あ る 寺 の 境 内 か ら ， 丹沢 の 主脈が見 は ら せ る ． 冬 に な る と 蛭ケ 岳 の 隣 り
の 鬼 ケ 岩 へ の 太 い 尾根 に 白 馬 の 雪形が現れ る ． い つ の 日 か あ の 雪形の 原 っ ぱ に 行 っ て み
た い と 憧れ て い た そ し て 雪 の 消 え た 三月 末， そ の 思 い がか な う こ と に な っ た 前夜 に
雨がふ っ た せ い か 山 々 は ガ ス に 包 ま れ て い る ． （ … ） 伝道か ら い っ た ん 山 に 入 り ， 河原 を
一 時間 ほ ど 歩 い て 中 ノ 沢 出 合 に 到着 し た ． さ て ， 取付 く に は 中 ノ 沢 を 越 え な く て は な ら
ぬ． と こ ろ が石伝い は大の 苦手． 熟慮 の 末， 靴 を 脱い で渡 る ． 雪解 け水 は オ ソ ロ シ ク 冷
た い ． （ … ） 鹿柵 を ぬ け る と う す ぐ ら い ヒ ノ キ 林 か ら 解放 さ れ， ふ り 返れ ば谷の 向 こ う は
白 い 霧， も し 晴れ て い た ら 素晴 ら し い 展望 な の だ ろ う ． 水 を ひ と く ち い た だ き ， 少 し は
平坦 な 所 ま で と 登 り 続 け る ． ス ス キ の よ う な草が落ち 着 い て き た ． こ こ は 「雪形の 馬 」
の 腹の あ た り か な と 思 い な が ら ， ブ ナ 林 の 縁 に つ け ら れ た 赤 い テ ー プ に つ い て い く と ，
し だ い に ブ ナ が太 く な っ て き た こ れ は市原新道 の 蛭平 っ て も ん じ ゃ な い ， た い し た ブ
ナ 林 だ ， と 心 が躍 る ． や がて 広大 な 笹原 に 出 た ． ワ ー オ ！ 牧場 み た い な 一面 の サ サ 原 だ ．
点 々 と ア セ ビ の 緑． 竜 ヶ 馬場 と 似て い る け れ ど がぜ ん 広 い ． 丹沢 に こ ん な所 が あ っ た な
ん て 知 ら な か っ た （ ・ ・ ・ ） ． そ し て 半年 た っ た 十月 は じ め に ， こ ん ど は あ の 広々 と し た カ
ヤ ト の 原 っ ぱ に 心 ゆ く ま で浸 っ て み た い と ， 女三人で訪れ た ． （ … ） 川 を 越 え さ え す れ ば，
少 々 の 急登や よ じ 登 り は ど う に か な る 今 日 の メ ン バ ー ， 植林帯の ジ グザ グ道 の 登 り も 苦
に な ら な い ． 見上 げ る ヒ ノ キ の 隙 間 か ら 覗 く 青空が嬉 し く ， 隣の 尾根 に は と こ ろ ど こ ろ
黄色や 赤 の 塊 も 見 え ， 「 キ レ イ ， キ レ イ 」 と い い な が ら 知 ら ず知 ら ず に 高度 を 上 げて い っ
た ． や っ と 鹿柵 を ぬ け カ ヤ ト が現 れ は じ め ， 草 の 根元 に は リ ン ド ウ の 青 い 花． ヒ ノ キ か
ら 雑木林 に 変 わ っ た と こ ろ で 一息つ く ． ひ ら け て は い る け れ ど ， 目 の 前 に 塞が る の は き
つ い 勾配 の 斜面 ばか り ． ア セ ビ の 緑 を 抜 け ブ ナ 林 に 入 る と ， 足元 は低 い サ サ に な る ． ス
ラ ー ツ と 白 い 幹 の 続 く 広が り の 贅沢 さ を 味わ い な が ら 歩い て ゆ け ば， い つ の ま に か勾 配
も 緩や か に な り ， か す か な 踏跡 は 私 た ち を 広大 な カ ヤ ト の 原 に み ち び い て く れ た 「 わ
～ ！ す て き ！ 」 ． 三人 は い っ せ い に 原 っ ぱ に 飛 び 出 し た ベ ー ジ ュ 色 の 広が り に ア セ ビ の
緑の 塊が点々 と ． カ ヤ ト の 枯れ穂 も ユ ー モ ラ ス で， こ れ は こ れで美 し い ．
注） シ ロ ヤ シ オ ッ ツ ジ は 白 い 花 を ， ト ウ ゴ ク ミ ツ バ ッ ツ ジ は 紫 の 花 を 咲かせ， 白 馬尾根 の初夏の風景 と さ れ る が， 冬 に な る と ， ど ち ら
も 葉 を 落 と す 「竜 ケ 馬場」 は 丹沢主脈 に あ る 峰の 1 つ で 1504m. 「市原新道」 は 雷平か ら 蛭ケ 岳 へ 直接登 る ル ー ト で， そ の 途 中 に
あ る 平坦 な 場所が 「蛭平」 1352m.
塊 エ リ ア 」 が 「 デ ィ ー プ ス ポ ッ ト 」 と い う 表現で
紹介 さ れ， 「見 る 」 の 項 目 に は ， 「 「 白 馬 」 ， 馬 に 見
え る 雪形」 の タ イ ト ル で ， 「 白 馬 」 の 写真 に 加 え ，
「地元で は 冬 の 風物詩 と な っ て い る 「 白 馬」 ． 雪が
降 り 積 も る と 緑 区鳥 屋 の 丹沢 山塊 の 山 肌 に 出現 し
ま す 」 と い う コ メ ン ト が付 い て い る ． こ う し て 「 白
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馬」 は相模原市 の 地域遺産 に な っ た が， 市 が 「 白
馬 」 の 意義 を 示 す の は ， 地方新聞社 や 山岳関係者
よ り 10 年 ほ ど遅れ て の こ と だ っ た ．
た だ し ， よ り ロ ー カ ル に 見 る と ， 話 は違 っ て く
る ． 津久井町 が 相模原市 に 吸収 合併 さ れ る 前 の
2003 年 に ， 鳥屋地域振興協議会か ら ， 鳥 犀 ガ イ ド
ブ ッ ク 『丹沢山麓 一 獅子舞の里』 が 刊行された．
表 が観光ガイ ド， 裏が観光 マ ッ プで， 八つ折りと
なっている． 観光ガイ ド 面では鳥屋の 四季， 伝統
文化， 年中行事， 産業と観光が紹介され， 観光 マ ッ
プ面には鬼 ケ岩の 「 白馬」 の写真 が掲載されてい
る． コメントはない が， 「 白馬」は 2003 年時点で，
すでに鳥屋の地域遺産になっていた．
新 聞記事， 山 岳メディア， 自治体の観光ガイ ド
を見てくると， いずれも 2000年代初めに 「 白馬」
が注目され始めたこと が分かる． 相模原や八王子
の市街地から 「 白馬」が見えるといっても， 「 臼馬」
の知識を予め持っていなければ， 丹沢の山並みに
小さな 白い絵模様を見 出し， それ を 「馬」と認め
ることは難しい． したがって， 社会への 「 白馬」
の定着には， 新 聞社 ・ 出版社 ・ 行政体が 「 白馬」
を取り上げること が不可欠だった． けれども， 新
聞社 ・ 出版社 ・ 行政体が取り上げる以前， 地元鳥
屋の人々は 「 白馬」 をどう認識していたのかと
同時に， そもそも 「 白馬」 が物質的な存在として
形成されたのはいつだったのか． 人々の認識の問
題は次々章 Vに廻し， 次章Wでは物質的な形成の
問題を扱いたい．
IV 鳥屋 の 山 に 「 白 馬」 が成立 し た 経緯
l . 地域誌 に よ る 把握
裏丹沢の山麓に位置する鳥屋は， 丹沢最高峰の
蛭 ケ岳を頂点として， 周 囲三方 を尾根に 囲まれる
（第3 固）． 奥山に当たる 「 外山」， 里山に当たる 「 内
山」， そして家々のある集落部分 が， 標高にした
がって南西から北東へと並んでいる． 「 外山」 は，
ほぼ柏原 （かしばら） と山平 （やまだいら） を結
ぶ線より奥を指し， 鳥屋の森林資源を構成する．
「 内山」は， 村の人々 が薪炭材などを確保する場所
だった 集落部分は， 串 川 （第 2図） に沿って，
標高 25 0mから 33 0mの 谷筋に 長細く伸び， 鳥屋
の中心， すなわち緑区役所の鳥屋出 張所と鳥屋地
域センタ ーのある宮之前は 2 77mに位置する．
NEB 
O 2km 
第 3図 鳥屋の範囲
注） 等高線 は 国土地理院の 「電子国土 Web」 を 参照 ， 黒 い 丸 印 は集落， 黒 の 十字印 は地名 ， 位置 は ， 造林組合 の 「鳥屋造林組合借入地」
の 地 図 (2011 年 2 月 ） ， 財産 区管理会 の 『鳥屋財産 区 の 歴史』 (1997 年） ， そ し て 地元 の 人 の 話 に 基づ く ， ま た ， 森林 の 管理区分 も
示 し た が， 詳細 は 本稿VI - 2 を 参照
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ここからは， 鳥 屋の地域誌や， 鳥 屋に住む人々
の話を中心に論じていきたい． 話は 201 2年 2月 ，
3 月 ， 6 月 ， 7月に鳥 屋育ちの次の方々 から伺っ
たすなわち， 昭和 11年 生れの鳥 屋造林組合長の
渡邊巌さん （以下 「組合長さん」と記），5 0代後半
の鳥 屋出 張所の河内所長 （ 以下 「所長さん」と記），
8 0 歳過ぎの元郵便局員の佐藤文ーさん （以下 「文
ーさん」と記）， そして 8 7歳で 山仕事を続 ける菱
山強太郎さん （以下 「強太郎さん 」と記）． 他に，
201 2年 2月 と 3 月には，鳥 屋の道端や店先な どで
も， 何人か地元の人から話を伺った．
「 白馬」の成立経緯については， 地域の新聞や雑
誌にいくつか情報 がある. 2001年 1 月 1 8 日付 け
の神奈川新聞 （第1 表）では， 「津久井町の中島美
貞さん ( 68 ) は
“
昭和 4 0年代に現地の木を伐採し
ている” と話しており， 周囲の林との コ ントラス
トから “ 白馬’ が現れるようだ」と書かれている．
しかし， これだ けでは充分な理解にはならない．
そこで， 鳥 屋地域振興協議会の広報 『鳥 屋』を参
照すると， 200 7年 3 月 1 日発行の 21 号に，鳥 屋財
産 区 管理会長である天野 堅二さん の エ ッ セ イ が
載っている．
「 白馬」 の誕生 に つ い て 一言 昭和三0年代初期 に
当 時烏屋森林組合が一帯の 広葉樹の 払下 げ を 受
け，（株）大昭和製紙 に よ っ て， チ ッ プ材 （紙の 原料）
と し て 伐採搬出 が行 わ れ た そ の後森林 は再整 さ
れ た が， こ の 「 白馬」 部分 は崩壊地未立木で散生
地 （雑草） と な っ て い る． そ こ に 雪積 さ れ周囲の
立木 と の 自 然調和 に よ っ て，馬 に 似 た 形状が突然
現れた し かも 平成ー0年 に 国体の馬術競技が こ
の 鳥屋で開催 さ れ た こ と も あ っ て，更に 先入観に
も 囚 わ れ丹沢の 「 白馬」 が誕生 し， 一躍景勝地 と
な っ た
語の使い方 が特殊なので， 分かりにくいところ
がある． 「森林組合」は 「造林組合」， 「再整」は 「再
生」， 「崩壊地未立木」は 「上地が崩壊しているた
めに木が生えていない状態」， 「散生地」は 「植 生
が疎らな土地」， 「雪積され」は 「積雪して」 のこ
とだろう． それは そうとして， この エ ッ セイから
は， ①昭和 3 0年 代に大昭和製紙 が 森林 を 伐採 し
た後，木が育たないままとなり，そこに雪が積もっ
て， 馬の形 が現れるようになったこと， ②馬の形
は， 鳥 屋 が 199 8年 の 神奈川 国体で 馬術会場 に
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なったの がきっか けで， 「 白馬」と呼ばれるように
なったこと， が読み取れる． つまり， 雪の絵模様
が 「馬」に見えたのは随分前からだったが， 「 白馬」
として認知されるようになったのは， 神奈川国体
の開催後だということになる．
2. 空 中 写真に よ る 把握
広報 『鳥 屋』の エ ッ セ イでは， 広葉樹の払い下
げは 昭和 3 0年 代初期だった が， 伐採 搬出 がい つ
だったかは判然としない． 「昭和 3 0年代」の語 が
文章の どこまで掛かっているか不明瞭だからだ．
他方， 神奈川新聞の記事では， 昭和 4 0年代とだ け
され， それ以上詳しくは書かれていない． いった
い， いつ伐採されたのだろうか． 人の記憶は曖昧
なものだ が， 写真は原則として事実を 語るので，
伐採時期を特定するのに適している． そこで， 国
土地理院の 空中写真 （第4図） を 19 60年 代から
2000年 代まで追ってみることにした．
一 部の写真で 左上部分 が黒く見える理 由は，
グ ーグルの空中写真の立体地図 （第5 図） を使う
と， よく分かる． 鬼 ケ岩ノ 頭から下る北東尾根の
北斜面， すなわち 「 白馬」とは反対の北斜面 が，
写真撮影時に日陰となっているからであり， 実際
は落葉樹の ブ ナ 林 が広 がっている． 事実， 国土地
理院 の 11 月 や 1 2 月 の 空中写真では葉が 落ちて
山肌 が薄く見え， 8 月 や9 月 の空中写真では葉が
茂って 山肌 が濃く見える． なお， 一連の空中写真
において， 白馬尾根 が積雪しているのは， 200 7年
1 2 月 の写真だ けで， 白い草原が落葉した樹林に縁
どられている．
具体的に空中写真の変化を追っていこう. 19 65 
年 11 月 28 日の写真では 白馬尾根に 伐採 の様子
は見えず， 落葉樹に覆われているが， 19 6 7年5 月
31 日の写真では伐採の跡 が 出ている． ちなみに，
19 62年 7月 29 日の写真も確認した が， 白馬尾根
は樹木に覆われていた そうすると， 正確な伐採
時期はいつになるの か 造林組合の組合長さんに
よれば， ブ ナやモ ミ をパルプ材として伐り 出した
後， す ぐにス ギや ヒ ノ キ を植林するが， 植林に一
番良い時期は5 月 頃なので， 伐採時期はその年の
春になるという． したがって， 白馬尾根の ブ ナ 林
を伐ったのは 19 66年 4 月頃か， おそくとも 19 6 7
年 4 月頃と考えられる．
他の変化も把握しておこ う 空中写真を拡大す
第4 図 国土地理院 の空 中写真 から分 かる 「 白馬 」 に 成立 時期 とそ の変化
注） 国土地理院の空 中写真閲覧サ ー ビ ス (http-J/mapps.gsi.go.jp) から， 各時期の 「 白馬」 周辺の写真を筆者が切り取った. 1965 年の写
真のみ， 「 白馬」 の位置を白 い実線， 植林地の位置を白の破線で囲んだ ．
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第5図 白馬尾根の 立体地図
注） グー グルの空中写真 (https/.ハV\VW .google .co.jp/maps) を立体地図化 し たものに ， 佐々 木 (2007) から地名 ・ 植生 ・ 標高な どの1青報
を書き込んだ . 815m 地点から1608m 地点へ白馬尾根ル ー ト が伸 びている ．
ると， 19 77年 1 0月 19 日 時点までは， 伐採 跡地に
樹木は育たず，ほぼ草原状態だったこと が分かる．
19 83年 11月 1 4 日 と 19 88年5月 19 日 の写真で
は， 草原の北から 3 分の 1, 西側の部分に灌木の
群生 が見られる . 199 3年 8月 28 日の写真になる
と， 群落の他に， 灌木の陰 が点々と草原上に 映り，
1999年 11 月 11 日 と 2001年 9月 23 日 の写真で
は， この点々とした灌木が成 長している様子 が把
握できる． さらに， 2004年 11 月 4 日， 200 7年 1 2
月 6日， 2008年 9月 1 2日の写真に至っては，かな
りの本数と大きさの灌木が草原全体に点在してい
る．
一方， 草原 よ り下の部分， すなわち 「 白馬」の
後足に当たる部分は崩壊地になっている． カ ラ ー
写真では，赤茶けた上の色 が認められることから，
崩壊地で あることを把握し やすい. 19 77年 1 0月，
199 3年 8月， 2008年 9 月 のいずれのカ ラ ー写真
においても， 赤茶けた土 が見られるので， 崩壊地
はかなり前から存在していたことになる．
なお， グ ーグルの空 中写真と国土地理院の地形
図の両方を使えば， 白馬尾根の草原は， 真上から
見て， 長さ最大約 33 0m, 幅約5 0m"-' 8 0mで あり，
尾根筋 の斜度 を 約 3 0度と考えると， 長さ最大約
3 8 0mと推定でき る また，真上からの形は馬に見
えない が， 草原の上部 4 割 が頭， 中 央の狭まった
部分 が首， アセビの群落 （第5 屈） の周辺が背，
草原の下部 3 割 が前脚， 草原の最下部から 崩壊地
上部 が腹， 崩壊地下部の東側 が後脚， 草原 よ り下
の尾根筋 が尻尾で， これを鳥屋から南方 向に見る
と，斜面の角度の関係で，馬の姿になる． したがっ
て，頭から 尻尾までなら，全長約 600mに達すると
思われる．
3 .  ブナ林伐採 と 白 馬 尾根の草原化
国土地理院の空 中写真は， 組合長さんにも見せ
た 「 白馬」の成立 時期に ついて判然としなかった
ので， 筆者が 国土地理院の空中写真を調べて， そ
の結果を報告したのだった 組合長さんは， 古老
から話を聞くとともに，空 中写真の情報を加えて，
鳥屋地域振興協議会だ よ りの 『 やまぼうし』3 2号
( 201 2年 8月 1 日発行）に， 「 白馬」の成立に関す
るエ ッ セイ を掲載した． それを掲げたい．
成因 に つ い て は，昭和 40 年頃 に さ かの ぼる ． 静岡
県内の 製紙会社が，パ ル プ材と し て ブ ナ な ど の 広
葉樹を 伐採 し， 搬出 し た こ と に 起因する． 勿論そ
の 跡地の 大部分 に は 桧 や 杉 が植林 さ れ た の で あ
る が， 白馬尾根と呼ばれる こ の地は， 標高が千四
百 メ ー ト ル と高 く ， ま た 土質 も 悪い た め， 植林か
ら除外さ れて い た そ こ に 熊笹や雑草が生 い 茂 り
原野と な り ， こ こ が馬の 形と な っ た の で あ る ．
伐採 跡地には ス ギ や ヒノキが植林されるはず
だったが， 白馬尾根だけは標高が高く， 上質も悪
いために， 植林されなかった 若い頃から山仕事
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に携わってきた強太郎さんも， 同 じような説明を
している． すなわち， 伐採は下から始 ま り， 標高
の低い場所には植 林した が， 標高の高い尾根部分
は伐採後に植 林できず， 「シカの遊び場 」になり，
シカが サ サ を食べるために， 草原の状態で止 ま っ
たという ま た， 尾根と植 林地の 問は崩落場所に
なっているので，そこも植 林できなかったという．
なお， 組合長さんによれば， ス ギは水気のある沢
沿いを好み， ヒ ノ キは乾燥した稜線を好むので，
丹沢では一般に標高の高い所は ヒ ノ キ植林地にな
るそう だ したがって， もし 白馬尾根 が植 林され
ていれば， ヒ ノ キ人工林になっていた．
組合長さん が言うには， 19 60年代 の鳥屋は 「植
林熱一色の時代」だった． そして， 昭和 40年代初
頭 鬼ケ 岩 ノ頭の下に位置する最奥の山をパルプ
材用に伐採したいと， 静 岡県の本州製紙と大昭和
製紙が， 山の所有者である鳥屋財産 区に 求めてき
た もっとも， 尾根での伐採作業を実際に行なっ
たのは， 道 志川沿いの青 根 （第2図） にある佐藤
林業であり， 鳥屋の人々ではなかった したがっ
て， これ以上の詳しいことは分からない． とにか
く， 植林のために整地すること を 「地こしらえ」
と呼ぶそうだ が， 木を伐採した跡地にス ギ ・ ヒ ノ
キ林を植えること ができるので， 製紙会 社 と鳥屋
財産 区の思惑や利 害 が一致したのだった けれど
も， 白馬尾根は， 他の場所とは違って， 伐採後に
植林されることはなかった．
この事実を知ると，19 67 年5月の空中写真の理
解が深 ま る 第5 図にも示したように， 「 白馬」よ
り下の部分は現在 ヒ ノ キ植 林地になっている． こ
こを 「 ヒ ノ キ植林地部分」 と 呼んでおこう . 19 67 
年の写真の右上部分は， ヒ ノ キ植林地部分に当た
るが， 写真では 「 白馬」より 少し濃い色で， 「 白馬」
周囲の ブ ナ 林よりは薄い色で表示されている． 写
真を拡大すると， 完全な草地ではなく， 葉を付 け
た5月の ブ ナ 林でもない． この時点で， すでに ヒ
ノ キ植林地部分は， 伐採 が済み， その後の整地の
段階か ヒ ノ キの苗木が植栽された段階だったと考
えられる．
さらに，19 65年 11月の写真も拡大すると，明瞭
ではない が， ヒ ノ キ植 林地部分は， 後に 白馬尾根
の草原になる ブ ナ 林部分とは 異なり， 背の高い落
葉樹がなく， 伐られた後のように見える. 19 62年
7月の写真では， ヒ ノ キ直林地部分 が完全に樹木
に覆われているので， ヒ ノ キ植林地部分の伐採は
19 63年春から 19 65年春の問ではないかと 思われ
る． なお， 1977 年の空中写真では， ヒ ノ キ植 林地
部分に ヒ ノ キ林の成長 がはっきり読み取れる． そ
して最終的には， グ ーグル空中写真の立体地図の
ように， ヒ ノ キ人工林が 出来あ がっ た
丹沢は， 太平洋側でも ブ ナ 天然林が広く残る地
域として知られる． しかし， 第二次大戦後の高度
経済成長期， ブ ナ 林を建築材やパルプ材として伐
採する流れ が全国的に進み， 白馬尾根の ブ ナ 林も
昭和 40年代初めに伐採された． 伐採 跡地にス ギ ・
ヒ ノ キが植 林されなくても， ブ ナ 林が再生されれ
ば， 草原は消える． では， なぜ ブ ナ 林は再生され
なかったの か
ブ ナは冷涼な地域の極相林だ が， 伐採後に二次
林として人間の力で復元させることは難しい． そ
の理 由として， 数年に一度とされるブ ナ の種子の
豊作年に当たらな ければ ブ ナ が発芽して育つよう
にはなりにくいこと， 種子 が地面に落ちても地表
が サ サなどで覆われていると日照 が 乏しく ブ ナ が
生育できないこと， 仮に ブ ナの実生や若木があっ
たとしてもそれをシカが食べてし ま うこと， など
が指摘されている （島野， 1999, pp. 1 06-1 07 : 深
町 2002, pp. 81 - 8 4). 近年，丹沢では環 境変化で ブ
ナ 林の減 少 が危惧されているが， 人為的に伐採し
た ブ ナ 林であれば， なおさら再生 が難しいことは
言う ま でもな い 組合長さんも， 仮に伐採された
ブ ナに伐り株が残っていたとしても， そこから新
しい芽 が 出る可能性 があるのは最大 25年後 ま で
で， 伐採後5 0年経った今では，種を撒くなどしな
いかぎり， ブ ナ 林が復活することはないと言う．
v 鳥屋の人々 に と っ て の 「 白馬」
l . 「馬形」 か ら 「 白 馬」 へ
鳥屋 を初めて訪れたのは 201 2年 2月だった
ま ず， 宮 ケ 瀬湖畔の地場産品を売る 「鳥 居原ふれ
あいの館 （いえ）」に入って， 馬の形をした雪の絵
模様のこと を尋ねてみた すると， 中年の女性 レ
ジ係は， 横に居た手伝いの若い女性に， 「モモち ゃ
ん， 知ってる？あの 白い馬」と振っ た 手 伝いの
女性は 「はくば？」と聞き返し， レジ係は 「はく
ば ！ 」と返した 筆者は， 「 白馬」の語 を文字で把
握していて， 読み方は 「しろう ま 」だと思ってい
- 12 -
た． 雪形 に 類似するものである以上， 「しろうま」
だという先入観があり， 雪形らしくない 「はくば」
という呼び方 に驚い た けれ ども， ほ どなく 「は
くば」 に 納得し た 「 白馬」は， 上述した よ う に，
現代 になってパルプ用の ブ ナ 林伐採 や 国体の乗馬
競技会場との繋がりで誕生したから だ
そして， むしろ雪の絵模様が 「馬」なのか 「 白
馬」なのか に関心を持っ た 組合長さんは， 鳥 屋
の広報誌 『やまぼうし』3 2号 ( 201 2年） にこう書
いている． 「雪 が降ると丹沢山塊の一角 に， 突如と
して馬形 が 出現する． 人はこれを 「 白馬」と名付
けて親しんでいる」． 鳥 屋の大半の人は 「 白馬」と
言うが，年齢の高い人は 「馬形 」とも言う． 元郵
便 局 員 の文ーさんも 次 の よ う に 話す． 「昔から
ょ ぉ ， これ馬形 馬形 が 出たとか， 出ないとかっ
ち ゅ うのは． （ ・ ・ ・）この上地の言葉では
‘‘
馬形
” っ
て言ってる」， 「この馬形 がはっきり見えてきたの
は， 昭和 ・ ・ ・， 俺が兵隊から帰えってきてからだか
ら， 昭和 4 0年 頃かな」， 「その頃から
“
馬形だ， 馬
形だ ” って騒ぎ 出したんだ」．
話を総合すると，ブ ナ 林 が伐採され，や がて 「馬」
と見られる よ う になり， その後， 国体開催の 頃か
ら 「 白馬」 の語が定着したと言える． しかし， い
つ 頃 「 白い馬」 と認識され始めたかは誰も知らな
い． 山仕事 の強太郎さんも， 「 白馬なんち ゅ うのは，
15 年くらい前から， そういうこと言ってんの」，
「馬の格好みたいになったから よ， 白馬なんて， 誰
か言い出したもんだ よ 」， 「誰か が付けたかは知ん
ね ぇ け ど， 白馬って」， 「最初はな， いっ ぺん に，
パ ッ とこうなった訳じ ゃ ね ぇ よ ． （ …）伐ってす ぐ
じ ゃ ね え な」， 「今から 20年 ぐ れえ前 からじ ゃ
ね ぇ かな」， 「はっきり分からね ぇ な い つかなっ
た いっぺん になりかねんな」な どと言って， い
つの間 にか 「 白馬」 になっていたと話す．
強太郎さん宅へは， 所長さん に 車で連れて行っ
てもらったので， 所長さんもその場 に 居た． 所長
さんは， 「15年くらい前 」， 「 20年くらい前 」 と強
太郎さん が繰り返す ので， 「平成 1 0年 に 国体 が
あったじ ゃんか． 馬だったじ ゃんか， 鳥 屋 が． だ
か あ ， その時から 騒ぎ 出したこともあるんだ よ
な ぁ ． 馬の誘致で だか あ ， いつのま にか， なっ
ち ゃ んたんだ よな ぁ 」と言って，国体 が契機 になっ
たことを改めて確認してい た というのも， 所長
さんは鳥 屋 出 張所でも，正確 にいつから地元で 「 白
馬」 と呼ばれ 出したか不明なものの， それ ほ ど前
ではないとして， 次の よ う に話していたから だ
“ 白馬，白馬, っ て い う ふ う な こ と が位置付 け られ
た と く に 国体で あそ こ 白 い馬があ る っ て こ と
で 国体が来た の が平成 10 年 な ん で す よ ． で，10
年の時 に た ま た ま 寒い 日 が あ っ て，馬 に 見 え た か
ら， と く に 住民の 人 は，国体の 時 に馬が来 た から，
そい で “ 白馬 白馬” と かっ て い う の は余計強 く ，
その 時 は機会 に な っ た と 思 う の． で，その も っ と
前から， 白馬の形 し て た から， 人 に よ っ ち ゃ ‘‘ 白
馬， 白馬” っ て 呼ん で た っ て 思 う ん だ け ど
「 白馬」誕生の経緯 に 199 8年の神奈川 国体 が関
わっていることは， 鳥 屋 出 張所を中心に， 鳥 屋地
区としての半ば公式見解 になりつ つある． 出張所
の男性職員の平本さんも， 次の よ う に説明してい
る． 「平成 1 0年 に国体 が神奈川 県で開催されたと
思うんですけ ども， で， その時まではね， そんな
にあんまり 気 にもしなかったと思うんですけ ど
も， ちょう どその時 に， ここ鳥 屋 が馬術の会場 に
なって， で， それから馬と山 が有るという所で，
こう， 名勝じ ゃないですけ ど， ことになった 」．
「 白馬」 の成立 に関する強太郎さんの発言 には，
もう 一 つ 重要なこと があった． 「
“
白馬， 白馬" な
んて よ ，宮之前の方の人 が言うだ わ
‘‘
どこが 白馬”
言ったら よ， ‘‘おし， あそこの山だから ” って よ ．
“
ほ ほ， よく見り や， なるほ ど馬に似てんな ぁ ” っ
て よ 」． 行政中心地の宮之前 に対して，強太郎さん
が住む大上（おお がみ）の よ うな山に近い地 区（第
3 図）では， 「 白馬」に強い関心を抱いていなかっ
たと推察できる． 山 に 接近すると 「 臼馬」 が見え
にくくなり， 宮之前の方 が よ く見えること （第6
図） も関係しているかもしれない．
鳥 屋での 国体の馬術競技の開催は， 「馬」や 「馬
形」と呼ばれていたものを， 「 白馬」の呼び方 に統
ーする契機 になっただけでなく， 広く地域や社会
に 旧 馬」の存在を流布する契機にもなった． 鳥
屋 に 居ても， 雪の絵模様をす ぐ に 馬と解釈するこ
とは意外 に難しい. 2011年 1 0月 に 移動してきた
ばかりという鳥 屋 出 張所の 女性職員の佐藤さん
も， 「実は， 白馬って気 が付かなく て で，こういっ
たものとかで， 白馬が見えるんだ よって言われて
見 出すと， 今年は雪が多かったんで， またとく に
よ く見えてるらしいんですね． （ …）ここんところ
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第6 図 鳥屋の集落と奥山
注） 「 白馬」 は， 宮之前 （左上， 2012 年 2 月 20 日 撮影）から望む こ とができるが， 御屋敷 （右上， 2012 年 3 月 21 日 撮影） では望めな
い． 奥山 に つ いて は， 例えば伝道の手前 700m の林道 （左下， 2012 年 3 月 21 日 撮影） で， 視界が開けると， 白馬尾根が見えるが，
近す ぎ て ， 「白馬」 の形に は見えない． ま た， 鹿柵で保護 さ れた ス ギ ・ ヒ ノ キ植林地内 （右下， 2012 年 3 月 21 日 撮影）では， 「白馬」
は全 く 見えない．
も， 夜 になると雪 が降 って ， で， また昼間止 ん で
るので， 毎 日 見て も， 山 が白 くて ， で， 白馬がけっ
こう浮き上 がって 見えて 」 と語 って いる． 鳥屋 の
雪 の絵模様 は確 かに 「 山 を駆 け上 がる馬」 の姿 を
して いるが， もし別 の何 かと言 われれば， そのよ
うに見えるかもしれない． 見立て は， 視覚的な認
知 の問題ではな く， あ くまでも文化的な認識 の問
題なのだ
議論 を少し変 えよう． 中 野 （第2図 ） にある津
久井郷上資料室で， 女性非常勤職員 の近藤 さん か
ら昔 の記憶 を聞いた． 「 白馬」 の資料 を探 しに訪 れ
たのだ が，偶 然 にも近藤 さん の実家 が鳥屋 だ った
「 白馬」 は知 らないが， その代わり， 小学生 の頃に
「 およめさん ゆ ぎ 」 を 見たと話 す． 雪 が降 った後，
集落 から山 へ 向 かって 正面 の高 い所 に， 頭 が角 隠
しで和 装 の姿 をした 「 およめさん 」 が見えたとき
は， 「 わぁ ー 」 と言 って 子 供同 士 で喜 ん だ という．
大きいものらしいが， 「 白 馬」 の写真 を 見せると，
「 こういう形でなかった や っぱ りおよめさん の形
でしたので これ 初めて です」 と言 う． 昭和 27 年
生まれなので， 小学生 時 代 は昭和 30年代半 ばか
ら末になる． 時期的には 「 白馬」 とず れる． ただ
し， 筆者 が中 学生 の時ではなかったかと問 うと，
「 中学生 ぐ らいも あったかもしれないですね ． （ … ）
多分小学生 ぐ らいから言 い 出したか， 小学生 ， 中
学生 ， それ以 降 だ と思 うん ですね ． それ以 降 も多
分ず っと あったと思 うん ですけど，いつ頃からか，
全然 そういうことが話題 にならなかった」 と答 え
る． 形の詳細 を聞 くと， 膝 を曲 げて 屈 み ながら，
「 こう縦 に ， こういうふ うにお嫁 さん が座 って い
る． こういう形に， こう頭 がこういうふ うな感 じ
な頭 で」 と 説明 する．
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「 白 馬」 の頭の部分 は ， 角 度 に も よ る が， 角 隠 し
に 見 え な い こ と は な い 場所 的 に も ， 正面 に 見 え
る 高い 山 と い う こ と で， 「 白 馬」 の 位置 に 近 い ． そ
れで は ， 近藤 さ ん の 記憶 し て い る 時期 が違 っ て い
る だ け で ， 「 白 馬 」 の こ と を 「 お よ め さ ん ゆ き 」 と
呼 ん で い た の だ ろ う か ． そ れ と も ， 「 白 馬」 と は別
の 雪 の 絵模様が あ っ た の だ ろ う か． 「 お よ め さ ん ゆ
き 」 に つ い て 鳥屋 で 聞 い た が， そ の 存在 を 肯定す
る 人 に 出会 う こ と は な か っ た 「 お よ め さ ん ゆ き 」
が何 だ っ た か は あ ま り 重要で は な い ． む し ろ ， 鳥
屋 の 人々 の 「 お よ め さ ん ゆ き 」 に 対 す る 反応がお
も し ろ い ．
組合長 さ ん は ， 「他 に 女 の 人 が 出 た ち ゅ う こ と は
な い わ 」 ， 「 お よ め さ ん が出 て 来 た ， そ ん な こ と な
い 」 と 言 う ． 所長 さ ん は ， 「 聞 い た こ と ね え な ぁ 」
と 答 え つ つ ， 「 そ れ は分か ん ね え な ぁ 」 と 言 っ て ，
鳥 屋 の 本 を 出 張所 の ロ ッ カ ー か ら 取 り 出 し て く る
が， 何 も 書 か れ て い な い ． 強太郎 さ ん は ， 「知 ら
ね え 」 を 繰 り 返 し ， 「 そ ん な こ と 言 う 人 あ ， い ね ぇ
な 」 と 言 う ． こ の 発言に つ い て ， 横 に い た 所 長 さ
ん は ， 近藤 さ ん を 男性 と 思 っ た ら し く ， 「鳥屋 自 体
に 近藤 な ん ち ゅ う 苗字 い な い 」 と 言 い 出 し て ， 近
藤 さ ん の存在 自 体 に 疑 い を 抱 く ． さ ら に 近藤 さ ん
の年齢を 聞 い て ， 「60 歳 で し ょ ． 我々 ぐ れ ぇ で， 知
ら ね ぇ ん だ か ら ， 知 ら ね ぇ よ ． 俺 だ っ て ず っ と 鳥
屋 に い る ん だ か ら 」 と ， 否定す る ． さ ら に 言 え ば，
文ー さ ん に 至 っ て は ， 「 お よ め さ ん ゆ き 」 の 質 問 に
は答 え ず， 宮 ケ 瀬金沢 と 呼 ばれ る 沢 の 近 く の 山 平
（や ま だ い ら ） と う 場所 に 人 が座 っ た 形 の 岩 が あ る
こ と や ， 焼 山 へ通 じ る 沢 の 奥に 劇場 の 幕 の よ う に
切 り 立 っ た 「 マ ク イ ワ 」 （第 3 図 ） と い う 岩 が あ る
こ と を 教 え て く れ る ． 四人 と も ， 「 お よ め さ ん ゆ き 」
の 存在 を 否定す る だ け で な く ， 存在す る か も し れ
な い 可能性 に さ え 閾 心を 持 た な い ． 鳥屋 の 人 々 に
と っ て 重要 な の は ， 雪 の 絵模様が現れ る こ と で は
な く ， 鳥屋 の 生業や歴史 を 背景 に ， 馬 の姿 の 雪 の
絵模様が出 る こ と な の で は な い か ． 「 お よ め さ ん」
の 雪 の 絵模様で は ， 一般 的 す ぎ て ， 地域固有 の 文
脈 に 位置づ け る こ と がで き な い ．
雪 の 絵模様が 「 白 馬」 と 言 わ れ始 め た 時期 の議
論 に 戻 ろ う 組合長 さ ん は ， 「 白 馬 」 の語が こ こ 10
数年程度 の も の で， 以 前 は 単 に 「馬 」 だ っ た と 主
張 す る ． し た が っ て ， 「 白 馬 」 の 物理 的 な 誕生 は 昭
和 40 年代初 め で あ っ て も ， 文 化 的 な 創 出 は 平成
に な っ て か ら と 考 え ら れ る ．
人呼んで， “ お ー い ， 馬 の 形 に 残 っ て ら あ ， き れ い
だ な ぁ ” っ て 言 い 出 し た の が， 今か ら 20 年位前 の
話 じ ゃ な い の ． 私 は そ の へ ん 定 か で な い ん だ け ど
さ ぁ ． だ れ も ， あ の 山見て ， “寒 い な ぁ ， 寒 い な ぁ ，
丹沢寒 い な ぁ ， 雪があ ん と ， 寒 い な ぁ " み た い な
感 じ で で， た ま た ま ‘‘馬 の 形 に 残 っ て る よ ． あ
れ 白 馬 に し た ら い い だ か な " み た い に 言 い 出 し た
の が， 誰ゆ う と な し に ， そ ん な な っ て き た ． （ … ）
最近です よ ， そ ん な騒い で ん の は こ こ 10 何年 ぐ
ら い じ ゃ な い の ． 新聞 も 書 い て ん の は ． （ … ） （ そ
れ 以 前 は ） 馬， 馬 馬 ‘‘ お い 馬 だ よ ， 馬 の形 に 似
て ん な ぁ ， 牛 じ ゃ ね え な ， 馬 だ な ぁ " み た い な
（ … ） 白 馬 な ん て ， か っ こ い い こ と 言 う わ け ね ぇ ん
だ よ ．
そ れ で も ， 「馬 」 と 認識 さ れ始 め た 時期 が分か ら
な い ． 昭和 40 年代初頭 に 尾根が伐採 さ れ て ， す ぐ
に 人々 は 伐採跡地 を 「 馬」 と 見 る よ う に な っ た の
だ ろ う か． こ の疑問 は ， 鳥 屋 の 誰 に 聞 い て も ， 答
え が得 ら れ な か っ た そ も そ も ， 当 初 は 関 心 の な
い 対象 だ っ た の だ か ら ， 覚 え て い る 人 が い な い の
も 無理 は な い ．
と こ ろ が， あ る 写真を 見 て 気付い た そ れ は昔
の 冬 の 鳥屋 の 写真 （鳥屋財産 区史編 さ ん 委員 会編，
1997, p .  74) だ っ た 「 白 馬 」 だ け で な く ， そ の 下
の ヒ ノ キ 植林地 も 雪で真 っ 白 に な っ て い る （第 7
図） ． 撮影年代 は 不明 だ が， ヒ ノ キ が ま だ 小 さ く ，
雪 に 埋 も れ る よ う な 時代 だ っ た こ と は 間 違 い な
い ． 空 中 写真 （第 4 図 ） を 確認す る と ， 1969 年 時
点 で は ヒ ノ キ が充分 に 育 っ て い な い が， 1977 年 に
は か な り 成長 し て い る ． し た が っ て ， こ の 古 い 写
真 は 1970 年前後 の も の と 思 わ れ る ． い ず れ に し
て も ， 1970 年代前後 ま で は ， 下 の 植林地部分 も 上
の 草原部分 も ， 雪が降れ ば， そ れが そ の ま ま 積雪
し て 白 く 見 え た と こ ろ が， 下 の 植林地部分 の ヒ
ノ キ が育 っ て く る と ， 降 っ た 雪 は 常緑 の 木 の根元
に 落 ち ， 遠 目 に は 積雪 し て い る よ う に は 見 え な い ．
他方， 上 の 草原部分 は相 変わ ら ず木が生 え な い 状
態 だ っ た の で ， 降雪が そ の ま ま 白 い 積雪模様 に
な っ た こ の よ う に 1970 年 代 中 頃か ら ， 上 の 草原
部分 と 下 の植林地部分 と の 区別 が明確 に な る こ と
で， 「馬」 の 姿 が浮 き 出 た と 考 え ら れ る ．
1960 年代 か ら 1970 年前後 に か け て は ， 植林地
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第 7 図 昔 の 鳥 屋 の 冬 の 山並み
注） 鳥屋財産区史編 さ ん委員会 (1997, p. 74)に掲載 さ れて いる写真を転載した ． な お ， 元の写真では空が大きすぎるので， 不要な部
分を切った 写真の中 央に見える白 く 積雪した部分が 後の白馬尾根に当たる． 上の草原部分と下の ヒ ノ キ 植林地部分が連続して
白 く なっ て いる
だ け で な く ， カ ヤ 場 も 多 か っ た 以 上， 雪 の 絵模様
に な り そ う な 場所 は ， 今 よ り は る か に 多 か っ た だ
ろ う そ う す る と ， 昭和 30 年代 に ， 白 馬尾根で は
な く ， 別 の 山 に 「 お よ め さ ん ゆ き 」 が 出 た の か も
し れ な い ． た だ し ， 筆者 と し て は ， 次 の 2 つ の 可
能性が あ る と だ け述べ て お き た い ． す な わ ち ， 「 白
馬 」 が初期 に 「 お よ め さ ん ゆ き 」 と 呼 ば れ て い た
可能性， そ し て 「 白 馬」 以 前 に ， 「 お よ め さ ん ゆ き 」
と 呼 ばれ る 草原 が あ っ た 可能性だ
2 .  ブナ林伐採地 の 形 の偶然性
鳥 屋 に 古 く か ら 暮 ら す 人達 は ， 「 白 馬」 が昔か ら
あ っ た わ け で は な く ， あ る 時 か ら 現 れ る よ う に
な っ た 点 で は 見解を 一致 さ せ る ． し か し ， ど う し
て 馬 の形 に な っ た か は ， 見解が異 な る ．
文ー さ ん は ， 昭和 30 年 以 降か 昭和 40 年 頃 に ，
「 み ん な が い く ら か 手 を 入 れ た ん だ こ う い う と
こ ， 木 を 伐 っ た ん だ だ か ら 若干作 っ て る 」 ， 「 人
工 の 部分が多少 あ ん の ． （ … ） も と も と こ れ ほ ど
は っ き り し て な か っ た ん だ よ 」 と 語 る ． そ の 理 由
と し て ， 木が育つ 山 の 斜面で綺麗 な 馬 の 形 を 留 め
て お く に は ， 人が手入れ し て 雑木 を 伐 ら な け れ ば
い け な い 点 を 挙 げ る ． も ち ろ ん ， 文ー さ ん 自 身，
郵便局員 だ っ た た め に ， 山 に は詳 し く な い と 断 り ，
「 と き ど き 俺 は ， 有 志 が い て ， や っ て る と 思 う よ ．
だ け ど ， 誰 も 言 わ ね ぇ か ら ． （ … ） 有 志 が ち ょ こ ち ょ
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こ っ と 手 を 入れ て る か も し ん な い 」 の よ う に ， 「手
入れ」 が推量で あ る こ と も 認 め る ． ま た ， 文ー さ
ん の 言 う 「手入れ」 自 体 に も 曖昧 な 点 が あ る ． そ
れで も ， 昭和 30 年 以 降 か 昭和 40 年 頃 に 木 を 伐採
し た だ ろ う こ と も ， そ の 後 と き ど き 雑木 を 伐 っ て
い る だ ろ う こ と も ， 「 手入れ」 と 言 っ て い る の で，
結局 は 「 手入れ」 が ど ち ら の 意 味 に も 取れ る こ と
に な り ， 完全 に 外 れ た 推量 に は な っ て い な い ．
「 手入れ」 に つ い て ， 文ー さ ん も 充分 に 把握 し て
い な い の で ， 奥 さ ん の 提案 に よ っ て ， 文ー さ ん が
知 り 合 い の ア ラ イ ・ ハ ジ メ さ ん に 電 話 を 掛 け て く
れ る こ と に な っ た ． そ の 時 の 文ー さ ん 宅 で の 電話
の 様子 を 掲 げて お こ う ．
文ー さ ん ： （電話で） も し も し ， ハ ジ メ さ ん． フ
ミ ッ チ だ け ど ， 変 わ っ た こ と 聞 く だ け ん ど
ょ ぉ ， 馬形が 出 て ん じ ゃ ん か よ ， 雪降 る と ． あ
れ は 手入れ し て る の か や ． （相 手 の 声） え ， 自 然
に あ あ な っ て る ？ （相 手 の 声） 若干手 を 加 え た
わ け だ ん べ （相 手 の 声 ） そ れで， あ あ ゆ う 形 に
な っ た ん か． そ れ， い く 年前か ら よ ぉ ？ （相手
の声） 俺 の 記憶 じ ゃ よ ぉ ， オ リ ン ピ ッ ク ， 東京
の ， そ の 前後 じ ゃ ね ぇ か と 思 う ん だ け ど ， は っ
き り し て き た の は （相 手 の 声 ） わ か ん ね え な ．
（相 手 の 声） 結局 ほ ら ， 姫次 あ た り ， 植 え 付 け
や っ た け や ん か そ の 頃 の ， い く ら か手 を 入れ
た ん じ ゃ ね ぇ か な （相 手 の 声） 雑木 を 伐 っ て ，
ほ ん と は 植林 す る 気 だ っ た か も し ん ね え な
（相 手 の 声） あ あ そ う か 今 な ぁ ， そ う い う こ と
を 勉強 し て る っ ち ゅ う 若 い 衆が来て る ん だ べ
ょ ぉ ． 俺 も あ ん ま り 気 に し て な か っ た か ら ． た
だ ， い く ら か手 を 入れ た っ ち ゅ う こ と だ け は気
に し て ん だ け ど な 人 に よ る と ， 全然 や っ て
ね ぇ っ ち ゅ う 人 も い た ら し い だ （相 手 の 声） は
い ， 分か っ た ． ど う も は い ， す い ま せ ん ． （電
話 を 切 る ） や っ ば り 若干手 を 入れ て ん だ よ ．
奥 さ ん ： 手 を 入れ な き ゃ ． だ っ て ， あ あ ゆ う ， い
い 形 に な ら な か っ た よ ．
文ー さ ん ： 手 は 加 え て は い ま す っ ち ゅ う こ と だ
ぞ え ー と な ぁ ， 雑木 を ， こ こ 雑木 を ， そ い で，
こ こ い ら に 植林 が し て あ ん だ よ ， こ っ ち か
な ぁ ． ど っ か植林す る た め に ， や っ た ん … ． 手
を 入 れ た ん だ け ど ， こ こ は駄 目 だ っ ち ゅ う こ
と ． そ れ で， そ の ま ま だ か ら ， 雑木切 ち ゃ っ
た か ら ， そ れ っ か ら こ う い う 形 に な っ た
依然 と し て 「 手入れ」 が何 を 指 す か分か り に く
い ． あ え て 想像す れ ば， 植林す る た め に 雑木 を 伐
る と い う 「 手入れ」 を し た が， 植林 し な い ま ま に
終わ っ た の で ， 結果的 に 「 手入れ」 を し た だ け に
な っ た ， と い う こ と を 文ー さ ん は 説明 し た の だ ろ
う か こ の と お り で あ れ ば， ブ ナ 林 を 伐採 し て ，
そ の 後 に ス ギ や ヒ ノ キ を 植林 し な か っ た こ と と 矛
盾 は し な い ．
一方， 山仕事 を 長 く 続 け て き た 強太郎 さ ん は ，
「 こ う い う 形で伐 っ た わ け じ ゃ ね え よ ． 全体 を 伐 っ
た 」 ， 「パ ル プ伐 っ た 跡． だ い だ い ， 馬 の形 に 伐 っ
た わ け じ ゃ ね ぇ よ 」 な ど と ， 伐採 の形が意 図 的 で
は な か っ た こ と を 何度 も 強調 す る ． そ し て ， 実際
の 伐 り 方 は ， 尾根境 の 手前側 を 「 ず ぅ ー っ と 横 に
伐 っ た ん だ よ 」 と 説明 す る ． 尾根沿 い に 伐採 し た
の で あ れ ば， 特別 な 意 図 が無 か っ た 証拠 に な る ．
さ ら に， 白 馬尾 根 の 下 の 崩 壊地 に つ い て も ， 「 こ こ
が崩落 に な っ て る そ れ で ， 脚 み た い な 格好 に な っ
た ん だ よ 」 ， 「崩 れ た か ら ， 何 も ね ぇ か ら ， 雪が溜
ま っ て る 訳だ よ な 木がい っ ぱ い あ り や ， 雪が よ ，
融 け る け ん ど 」 と 言 い な が ら ， 「 白 馬 」 の 後足 も ，
意 図 的 で は な く ， 崩壊地 に よ っ て 生 じ た こ と を 指
摘 す る ． な お ， 強太郎 さ ん に よ れ ば， 「木 を 伐 っ
ち ゃ っ た か ら ， こ こ も 崩 れ ち ゃ っ た 」 と い う こ と
で ， 崩壊地 の 発 生 は 樹木伐採 の 結果 ら し い ．
強太郎 さ ん の 話 は ， そ の 場 に 居 た 所長 さ ん に
と っ て も ， 重要だ っ た よ う に 見受 け る ． 鳥 屋 の 行
政 を 代表す る 人 と し て ， 「 白 馬 」 が創作 か も し れ な
い と 思 わ れ る の は 好 ま し く な い ． そ こ で， 所長 さ
ん と 強太郎 さ ん の や り 取 り は 次 の よ う に 進 ん だ ．
（最初）
所長 さ ん ： 凹 凸 が あ ん じ ゃ ん か わ ざ と こ う に
伐 っ た わ け じ ゃ ね ぇ べ な ．
強太郎 さ ん ： そ ん な こ た ぁ ね ぇ ．
所長 さ ん ： ね ぇ よ な ぁ ．
強太郎 さ ん ： ね ぇ ， ね ぇ ．
（途中 ）
強太郎 さ ん ： だ か ら ， こ の 白 い 部分 は全部伐 っ て
あ る わ け よ ， 木 を
所長 さ ん ： で も ， 変 な 伐 り 方· · · .
強太郎 さ ん ： い や， だ け ど ， こ こ は よ ， こ う い う
尾根だ か ら ， 要す る に ， だ い た い よ ， こ う い う
尾根だ か ら ， た ま た ま 尾根が， こ の 上， こ う に
な っ て る わ け ．
所長 さ ん ： だ か ら ， こ れ が こ う い う に ま っ す ぐ 伐
れ て て ． こ う い う ふ う に ま っ す ぐ伐 っ て ん じ ゃ
ん ． こ っ ち が な ん て ， こ う 脚 の格好な ん か に 伐
れ た ん だ ろ う な
強太郎 さ ん ： こ っ ち は よ ， だ か ら ， こ こ い ら も ，
あ る 程度 は 伐 っ た だ け ん ど よ ， あ れ だ ， ま ぁ ．
所長 さ ん ： た ま た ま 脚 の 形 に 出来 ち ゃ っ た の か
な ぁ ．
強太郎 さ ん ： う ん ， 出来ち ゃ っ た … ． だ け ど ， こ
の 白 い所 は木が無 い 所． 伐 っ た 跡 っ て こ と は 間
違 い ね ぇ ．
所長 さ ん ： だ か ら ， そ う い う ふ う に 気 を 付 け て
伐 っ た 訳 じ ゃ ね ぇ べ よ な
強太郎 さ ん ： そ ん な こ た ぁ ね ぇ よ ．
所長 さ ん ： た ま た ま そ う い う 形 に な っ ち ゃ た ん
だ よ な
（最後）
所長 さ ん ： し て な い ， し て な い ． 馬 の た め に な ん
ち ゅ う こ と … ． 馬 の形な ん ち ゅ う こ と は全然関
係 な く ， た ま た ま こ う い う 形 に 出来ち ゃ っ た ん
だ ．
強太郎 さ ん ： そ う だ よ ．
強太郎 さ ん も ， 所長 さ ん も ， 「 た ま た ま 」 と い う
表現 を 繰 り 返す こ と で ， 「 白 馬 」 誕生 の 偶然性 を 横
で 聞 い て い た 筆者 に 伝 え て い る ． し か し ， そ の 伝
え 方 に は微妙 な 対話術 の よ う な も の が あ る 最初，
所長 さ ん が強太郎 さ ん に 問 い 掛 け ， 強太郎 さ ん が
所長 さ ん に 返答 す る と い う 形で ， 筆者 に 「 白 馬 」
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の偶然性 を 示 し た . 3 人 の 間 で基本的 な 知識の共
有が出来 あ が る と ， 所長 さ ん は ， 強太郎 さ ん の 発
言 に 対 し て ， 「 で も ， 変 な 伐 り 方 … 」 の よ う に ， あ
え て 意 図 的 な 伐採 の 可能 性 を 探 る よ う な 質問 を 行
な い ， 否定 の 回答 を 得 る こ と で， 「 白 馬」 の偶然性
を 再度筆者に 伝 え た 最後 に ， 所長 さ ん 自 身が対
話か ら 得 た 事実 を 語 り ， そ れ を 逆 に 強太郎 さ ん に
問 い ， 同 意 し て も ら う こ と で ， 「 白 馬 」 の偶然性 を
完璧 に し た
他方， 文ー さ ん と 強太郎 さ ん の 見解が異 な る 理
由 に は ， 山 と の 関 わ り 方 の 差 に 加 え て ， 意 図 的 に
作 ら れた の で は な い か と い う 疑念 を 抱 かせ る ほ ど
美 し い 馬 の 形 も あ る ． 実 は ， 文ー さ ん 宅 を 出 た 後，
す ぐ に 文ー さ ん か ら 筆者 に 電話が あ っ た 別 の 人
に も う 一度確認 し た 結果， 「 白 馬 」 に は手 が入 っ て
い な い と い う の が， 最終的 な 回答 だ っ た ． ハ ジ メ
さ ん へ の電話 と 筆者へ の 電話 の 間 に ， 文ー さ ん は
考 え を 整理 し ， 「 手 入れ」 の 意味 も 明確に し た と 考
え ら れ る も し ， 筆者が文ー さ ん 宅 に 行 っ て い な
け れ ば， 文ー さ ん も ， 奥 さ ん も ， 「 白 馬 」 は 人為的
な も の と 思 い 続 け て い た に ち が い な い ． 外部 の 人
が問 い を 発す る こ と で ， 地元の 人 の 認識が変 わ る
こ と も あ る ． そ の 良 し 悪 し は 別 と し て ， 少 な く と
も 「 白 馬 」 に 関 し て は ， 人為 的 な創作 と い う 誤解
が解 け て 良 か っ た の で は な い か ． ま た ， 強太郎 さ
ん の 場合， 地元の 人 同 士 で 対話す る こ と で ， 結果
的 に 外部 の 人 間 に 答 を 提示 す る 形に な っ て い る ．
こ う し た 対話 の 場 を 作 り 出 し た の は ， 質問 を 持 っ
て き た 外部 の 人 間 だ っ た が， 地元の 人 の語 り に ど
の よ う な 距離感 を 取 る か も フ ィ ー ル ド ワ ー ク で は
重要 な こ と と 思 う ．
鳥 屋 で は ， 「 白 馬 」 が 自 然 の 賜物か， 人 間 の 産物
か， と い う 問題 は 意外 と 大 き い ． 「 白 馬 」 に は ， 草
原状 の 尾根 へ の降雪 と い う 自 然 的 な 面 も ， 伐採 や
植林 と い う 人為 的 な 面 も あ る が， そ の 葛藤 を 解決
す る た め ， 地元の 人々 は 「 た ま た ま 」 ， 「 な っ た ん
だ 」 ， 「 で き ち ゃ っ た 」 な ど の 表現 を 使 っ て ， 「偶然」
と い う 考 え 方 を 持 ち 出 す ． 雪 国 の 雪形 の よ う な 完
全 な 「天然」 で は な い が， 生業が も た ら し た 「偶
然」 の 結果で あ り ， そ れ は 鳥屋 と い う 山 村に と っ
て 「 当然」 の も の と い う 論法 だ ．
3 .  ケ ヤ キ の伝説 と 「 オ オ ゴ リ ョ ウ 」 の 場所
所長 さ ん は文ー さ ん へ の電話 で ， 「 ふ み い っ つ あ
ん ？ ． お い さ ん な ぁ ， 実 は 山 の ， 白 馬 っ て ， 今雪
降 っ て る か ら 見 え ん じ ゃ ん よ ぉ ． 白 馬 っ て い う 山 ．
白 馬 よ ぉ ． 山 白 馬 っ て い う 山 あ ん じ ゃ ん か よ ぉ ．
山 よ 」 と 言 っ た ． 「 白 馬 」 は 冬 の 風景 だ が， と き に
山 の 地名 と い う 意味で， 「 山」 と 表 さ れ る こ と も あ
る ． そ れ だ け ， 地名 と し て 定着 し て き て い る ． ま
た ， 雪 の 無 い 時期 で も ， 空気 が澄 ん で い れ ば 「 白
馬」 は 見 え な く て も ， 「 馬 」 の姿 を 山肌 に 認 め る こ
と がで き る ． 鳥居原ふ れ あ い 館 の手 伝 い の 若 い 女
性 は ， 「雪が降れ ば 白 馬 に な る ん で す け ど ， ま た 春
に な る と ， あ そ こ だ け 木がな い の で ， 馬 み た い な
形 し て る ん で す よ 」 と 話 し た 「 馬 」 自 体 は 一年中 ，
山 の 斜面 に い る ． そ し て ， 本稿 田 の 2 で述べ た よ
う に ， 登山者の 間 で は ， す で に 「 白 馬尾根」 と い
う 地名 が定着 し ， 「 白 馬」 の あ る 草原 は 人気 の 場所
に な っ て い る ．
け れ ど も ， 若 い 頃か ら 山 で猟 を 続 け て き た 強太
郎 さ ん に と っ て ， 「 白 馬 」 は最近の も の で， 山 の 地
名 と は 言 え な い ． 強太郎 さ ん に は ， 「 お お ご り ょ う 」
こ そ が山 の 地名 で あ り ， 次 の よ う に 話 す ．
白 馬 の す ぐ 下 に よ ぉ ， オ オ ゴ リ ョ ウ っ ち ゅ う 山 が
あ ん だ よ な 。 こ っ か ら 下がね ぇ ， オ オ ゴ リ ョ ウ っ
ち ゅ う ん だ。 そ っ か ら ， ほ れ， ケ ヤ キ を 伐 り 出 し
て ， 東本願寺 （へ） 持 っ て っ た っ て い う 。 （ … ） オ
オ ゴ リ ョ ウ ち ゅ う の は ね， 梁， で か い ， 二番虹梁 っ
ち ゅ う ら し い だ け ん ど よ 。 そ の 梁 を 採 る ん に ， そ
れ を ， ほ れ， 伐 り 出 し て ， オ オ ゴ リ ョ ウ っ て ， な
め え が付 い た わ け よ 。 （ … ） 俺 な ん か， は た ち 時分
か ら ， そ こ の 山 へ 猟 に 行 っ た ら け ん ど ， そ ん と き
に よ ぉ ， オ オ ゴ リ ョ ウ っ て 。 白 馬 な ん ち ゅ の は ，
そ ら ， そ ん と き に は よ ぉ ， ま だ木 は 伐 っ て な か っ
た か ら ， 俺 な ん か 若 い と き に は な （無か っ た ） 。 そ
の ， 木 を 伐 っ て ， そ れか ら 10 年か， そ こ い ら か ら
だ よ 。 15 年経 っ て っ か ら よ 。 あ の ， ほ れ， 遠 く で
見 て ， 馬 の よ う な 格好 に な る か ら ， 白 馬 っ て 。 だ
か あ ， 白 馬 は 15 年 （前） か， そ こ い ら か ら ， 村 の
人が， 誰かが言 い 出 し た ん だ よ 。 だ か ぁ ， 地名 じ ゃ
ね ぇ ん だ よ 。 （ ・ ・ ・ ） 上が鬼 ケ 岩 ノ 頭 （ か し ら ） ， そ
の 下 が オ オ ゴ リ ョ ウ っ て い う 名 前 だ け の も ん
だ っ た ん だ よ 。 白 馬 な ん て 最近 だ よ 。
「 白 馬」 は近年命名 さ れ た 地名 で あ る し ， 歴史 も
充分で は な く ， 鳥 屋 の 生 業 に 基 づ く 偶然 の 結果 と
は い っ て も ， 伝統 と 見 な さ れ る ま で に は 至 っ て い
な い も ち ろ ん 時間 の経過が そ の 問題 を 解決 す る
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はずだ が， 現時点でも， 「 白 馬」に 民俗的な背景を
加えること ができれば， より積極的に伝統性を 打
ち 出すこと ができるのではないか． 「 白 馬」 に伝統
性 が付けられるかどうか，その可能性を探りたい．
カ ギは強太郎さんの話にある．
強太郎さんは， 「オオ ゴリ ョ ウ 」に ついて説明す
る際 手に持っていた手書きメモと コ ピ ー 文献を
見せてくれた 強太郎さん宅に所長さんと 向かう
ことになったので， それまでに用意したのだと思
う． この対応から， 「 白 馬」の問題に 「オオ ゴリ ョ
ウ 」が関わっていること が窺われる． また， 「 白 馬」
と 「オオ ゴリ ョ ウ 」 を対照させる強太郎さんの話
し方からも， 両者は関連した場所であること が分
かる． 「オオ ゴリ ョ ウ 」とは， 寺院建築などに使う
太い梁， すなわち 「大虹梁 （だいこうりょう）」の
ことで， 場所としては， 「 白 馬」の下の尾根筋， 現
在の ヒノキ植林地の辺りを指す．
「おお ごりょう」の話は，強太郎さん が持ってい
た コ ピ ー 文献に詳しく書かれてある． 文献は， 京
都にある真宗大谷派の本山である東本願寺の同朋
新聞の記事で， 2004 年から 2008 年 の御影堂修復
事業に関連した連載 「再建の軌跡」 の一部となっ
ている． 強太郎さん が コ ピ ー 文献を持っていたの
は， 東本願寺の関係者が 「大虹梁 （だいこうりょ
う）」に ついて鳥屋に調べに来た時に，強太郎さん
が応対して説明したからだ． 記事の 内 容を要約し
てみ よ う
明治初め， 東本願寺は， 浄土真宗の宗祖である
親鸞聖人の御真影を安置する御影堂と， 本尊であ
る 阿弥陀如来 を安置する 阿弥陀堂 を再建するた
め， 全国に用材を探していた明治 13 ( 1 88 0) 年，
江戸時代から良質の木材を生産して いた鳥屋村に
目を付けた浅草別院の松野 四等承事は， 地元の漁
師や案内人を伴って， 道も無く， 地元の人も知ら
ない よ うな深山に分け入り， 蛭 ケ岳に 繋がる尾根
の一角に 巨大な ケヤキの群生を発見した． その際
の報告書 が本山に残っている． そして， 明治 15
( 1 88 2) 年， 本山の再建事務局は， 神奈川 県の県会
議 員 を介して，当該地域の木材の売買契約を結び，
再び鳥屋の調査を再び行なって， 「御影堂二番虹梁
（大虹梁南側の虹梁）」 に適する ケヤキ1 本を含む
8 00本の適材を確認したところ が，深山からの伐
り 出しには運搬費 用 が掛かりすぎるということ
で， 明治 1 6 ( 1 8 83 ) 年には 「控え木」とされるこ
とに決まった ケヤキが伐採されたかどうかの決
定的な記録は本山にない が， 「オオ ゴリ ョ ウ 」の場
所は 「二番虹梁を伐り 出したことにちなむ」とい
う伝説と， 「 巨材の運搬には道路を使わず川に堰を
作って流した」 という伝説が鳥屋に残っている．
明治生まれの漁 師から直接話を聞いていたという
菱山強太郎さんは， 「 よ ほどの特徴的なこと がない
限り， こんな山中の 谷や沢で地名はつけないし，
明治生まれの人からはっきり聞いたのだから， 本
当のことだと思う」 と話してい る 東本願寺の記
事では， 実際に使われたかは別として， 話の 内 容
が非常に具体的なので， 「二番虹梁」用に ケヤキの
大木 が伐り出されたことは間違いないと結んでい
る．
「オオ ゴリ ョ ウ 」 の話は， 鳥屋財産 区の本 （鳥屋
財産 区史編さん委員会編， 199 7, p. 5 4) でも紹介
されているので， それを示しておきたい． なお，
「修羅 （し ゅ ら）やな」とは， 刈り 出した材木を川
ヘ滑らせて運ぶため， 谷間に丸太を溝状に並べ，
冬期はこれに水を掛けて凍らせる方法， と財産 区
の本の中では説明されている．
蛭ケ 岳の 直下， 本谷沢 と 中 の 沢の 間 に 大虹梁 （ お
お ご り ょ う ） が あ る． 去る年京都東本願寺が普請
に あ た り ，二番虹梁とす る た め こ こ に あ っ た 直径
六尺の大欅 を 買 っ た ． 伊豆の 丸子と い う 山 師が宰
領を し，地元で も 協力 し て 大がか り な 「修羅や な 」
で 山 出 し を し ， 鉄砲堰 を 作 っ て 川狩 り を し た 早
戸川 を 宮 ケ 瀬の 落合から半原 に 出 し ， 厚木から須
賀 に 流 し， こ こ から海路 を 京都 に 曳航 し た と い
う こ の 虹梁 は大 き す ぎ て 棟 に 上がらず， た め に
東北六県の信者が頭髪 を 献 じ，その毛綱 で さ し も
の大虹梁 も 納 ま っ た と い う ．
世界最大の木造建築である御影堂には， 巨大な
堂を支える梁として， 8 0本の大虹梁が使われてい
る． 外陣 （げじん） は， 矢来 （やらい） という柵
に よって， 矢来 内 （やらいうち） と参詣席 （さん
けいせき） に 区分される． この矢来柵の真上の天
井で， 横方 向に渡される5 本の大虹梁はとくに重
要で， 中央の最も長い大虹梁を 「柵側 （さく がわ）
一番虹梁」 と呼び， それには， 阿賀野 川に沈んで
いた越後 ・ 蒲原郡の 巨大 ケヤキが使われ， 二番虹
梁以下 4 本の大虹梁は， 京都， 美濃， 但馬， 京都
のもの が用いられている （木場 ・ 平野監修， 2011,
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pp. 407-409, p. 598) . 各地 の 信徒 は ， 信仰 の 証 と
し て 競 っ て 献木 を 試 み た が， 適合す る も の が少 な
く ， 実際 に 使用 さ れ る も の は 多 く な か っ た と い う
（木場 ・ 平野監修， 201 1 , pp. 328-332 , pp. 407-409) . 
し た が っ て ， 鳥 屋 の ケ ヤ キ が二番虹梁 と 結 び付 い
て い る こ と は ， 鳥 屋 の 誇 り に 値 す る ．
繰 り 返 す が， 「 オ オ ゴ リ ョ ウ 」 の 場所 は 白 馬尾根
の 下 の 方 で あ り ， 「 白 馬」 の 場所 と 繋が る ． ま た ，
「 白 馬」 が成立 し た の は ブ ナ 林 の 伐採後， 「 オ ウ ゴ
リ ョ ウ 」 の 地名 が成立 し た の は ケ ヤ キ の 伐 り 出 し
後で， と も に 林業 の 村で あ っ た 鳥 屋 と 深 く 結び付
< .  「 オ オ ゴ リ ョ ウ 」 の 史実 と 伝説 を 「 白 馬」 に 込
め れ ば， 「 白 馬」 に 伝統性が付与で ぎ る の で は な い
か ． 「 白 馬」 を ， 単 に 昭和 40 年代初 め に パ ル プ材
を 伐採す る た め に 生 じ た 場所 と す る だ け で な く ，
そ れ よ り は る か昔， 明治初め に 東本願寺 の 大虹梁
に す る た め に ケ ヤ キ が伐 ら れ た こ と を ， も う 少 し
積極的 に 語 っ て も い い よ う に 思 う ．
VI 白 馬 尾根 の 草 原 を 守 る こ と
1 .  形 の 崩 れ て き た 「 白 馬」
V で は ， 「 白 馬」 の 過去 の 事実 と ， そ の 事実 に 対
す る 現在 の 地元 の 人 々 の 意識 に つ い て 論 じ た . VI 
で は ， 「 白 馬 」 の 現在 の 状況 と ， そ の 状況 を ど う す
る か と い う 将来 に 向 け て の 地元 の 人 々 の 意識 に つ
い て 論 じ た い ． 鳥 屋 の 人 々 の 「 白 馬」 に 対す る 知
識 意識 認識 は さ ま ざ ま だ が， 一つ だ け 多 く の
人 が意見 を 一致 さ せ ， か つ こ ち ら か ら の 質問 に 答
え る の で は な く ， 自 ら 積極的 に 語 る こ と が あ る ．
そ れ は ， 以 前 に 比 べ て ， 「 白 馬」 の形が崩 れ て き た
と い う こ と だ （第 3 表） ．
「 白 馬 」 の 形が崩 れ て き た と い う 指摘 は ， 三点 に
ま と め る こ と がで き る ． 第一 に ， 全体 と し て 形が
不 明 瞭 に な り ， 馬 ら し さ が減 っ て き た こ と ， 第二
に ， 崖 の せ い で， と く に 足 や 尻 の 部分が崩 れ て き
た こ と ， そ し て 第三 に ， 草原 に 木が生 え て き た た
め に ， 馬 の 色や形が変わ っ て き た こ と だ ． こ う し
た 指摘 は ， 文ー さ ん の 奥 さ ん の 次 の よ う な 言 い 方
に 集約 さ れ て い る ．
い く 年か 前 ま で は， ち ゃ ん と し た 形 に な っ て た け
ど ， 最近， 2 , 3 年 も う 駄 目 だ よ な ． （ ・ ・ ・ ） 白 馬 も ，
今 は も う ね， 形が崩 れ ち ゃ っ て ． （ … ） ち ゃ ん と 首
が， 頭 が あ っ て ， 脚 も ち ゃ ん と 二本 あ っ て ， で，
尻尾が あ っ て 今， 分か ん な く な っ ち ゃ っ て る よ
ね． 後脚 と か ね， 少 し 手入れ し な い と ， だ ん だ ん
崩 れ ち ゃ う ね． （ … ） 4 ,  5 年前， 3 , 4 年前， 近
年 だ ね え ， 2 , 3 年前か ら 形が は っ き り し て な い
み た い ． 周 り の 木が大 き く な っ ち ゃ た ん だ ろ う
ね．
第 3 表 形が崩 れ て き た 「 臼馬 」
記事 内 容
「最近 の 方がね， 馬 ら し く な い と き が あ る （ … ） （以前 は ） 飛 ん で る よ う な 馬 だ っ た ね」 （鳥居原ふ れ あ い の館
の 女性 レ ジ係）
「最近 は き れ い に 見 え な い ． 崖が崩 れ ち ゃ っ て ． 脚 の 方か ら だ ら だ ら と 崩 れ ち ゃ っ て ． （ … ） こ こ 1 , 2 年. 3 
年前 は き れ い に 見 え た 」 （宮之前の ガ ソ リ ン ス タ ン ド ・ コ ス モ の 男 性店員）
「最近， 形が変わ っ て き た ん だ よ な ぁ ． お 尻の と こ ろ が崩 れ ち ゃ っ て ん の か な 」 （鳥屋出張所 の 北 で県道か ら 西
側 の 高 み へ 入 っ た す ぐ の 軒先 に い た 高齢 の 男性）
「年々 ， 木が生長 し た り し て ， 脚 の 部分 と か， こ の 辺がち ょ っ と 崩 れ て る よ う な 感 じ 」 （鳥屋出張所 の 男 性職員 ）
「み ん な ね， 白 馬 が太 っ て き た ， っ て 言 っ て ま し た 」 （鳥屋出張所 の 女性職員 ）
「最近 は だ ん だ ん お か し く な っ て ， 形 に な っ て な く な っ た ． （ ・ ・ ・ ） 前 は ， ち ゃ ん と ね， 頭か ら 尻尾 ま で ， 脚 も よ
く 見 え て た ん だ け ど ． よ く 出 て た 頃， 評判 に な っ て ， 新聞 に 出 た り ， テ レ ビ に 出 た な ん て い っ て 」 （文ー さ ん
の 奥 さ ん）
「 （ 以 前 は ） も っ と は っ き り し て た ． （ ・ ・ ・ ） 今年 は雪がか な り 多 い 方 だ け ど も ， そ れで も ， 怪 し く な っ て 来て ん な 」
（文ー さ ん ）
「 （ 自 宅 に お い て ， デ ッ サ ン 風 に 鉛筆で描い た 「 白 馬」 の 絵 を 見せ な が ら ） 「最初 は こ ん な ふ う に 見 え た ん だ け ど
ね ぇ ． 少 し こ こ ら 辺乱れ て き ち ゃ っ て 」 ／ 「今， こ ん な に 黒 く な っ て ね （ ・ ・ ・ ） 最初 は 真 っ 白 だ っ た ん で す よ
ね こ ん な 状態 じ ゃ な か っ た 」 （組合長 さ ん ）
「 白 馬 は ね， 今， 形が悪 く な っ て き た ． （ … ） だ ん だ ん お か し い形 に な っ ち ゃ っ た （所長 さ ん ）
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確か に 木が成長 す れ ば草原 の 形 は 変わ る し ， 斜
面の 崩壊 に よ っ て も 積雪 の 形 は 変 わ る ． と こ ろ が，
組合長 さ ん の 見方 は も う 少 し 細 か い ．
だ ん だ ん， ど う い う わ け だ か ， 首 の あ た り だ と か，
お 腹の辺だ と か， 少 し 黒 い な ん か が， 別 の 木が生
え た の か な あ な ん て あ る い は ， ア セ ボ （ ア セ ビ
の こ と ） っ て い う ， シ カ が絶対食 っ た ら 死 ん で し
ま う 木が， 馬 と か， 牛 の 仲 間 が食べ る と 死 ん で し
ま う ， そ う い う 木が， あ あ い う 灌木が少 し 生 え て
来た の か な ， な ん て 私思 っ て る ん で す け ど も ね．
そ う い う の は冬で も 葉 を 付 け て ま す の で， だ か ら
そ う い う 小 さ い 木 が少 し 育 っ た の か な そ れ で
ち ょ っ と 黒 っ ぽ く ， 雪がかか ら な い で し ょ う ． 遠
く か ら 見 て ， 黒 く 見 え て ま す ん で．
ア セ ビ は， 低木で あ っ て も ， 常緑 な の で， 積雪
し た 冬 の 草原で も 目 立 つ ． そ こ で組合長 さ ん は ，
造林組合 と し て 現場 を 調査 し ， 黒 い 点 々 が ア セ ビ
で あ る こ と を 確認 し た 上で対策 を 取 り た い と 考 え
た ． 造林組合 の メ ン バ ー は ， 財産 区 の メ ン バ ー と
と も に ， 実際 に 白 馬尾根 に 登 る こ と に な る が， こ
れ は 次節で述べ る ． 組合長 さ ん は ， 鳥屋 の 人々 が
口 に す る 崩壊地 に つ い て は あ ま り 語 ら な い ． 崩壊
地 は 人 間 の 力 で簡単 に 直せ る も の で は な い か ら だ
ろ う 組合長 さ ん が危惧 し て い る の は， 馬 の 全身
に 黒 く 点 々 と 生 え て い る ア セ ビ な の だ ．
組合長 さ ん に と っ て ， ア セ ビ は毒が あ っ て シ カ
が食べ な い た め に ， 影響 が大 き い ． シ カ は 丹沢 に
多 く 生息す る が， ア セ ビ を 食べ な い 以 上， ア セ ビ
の 減少 を 自 然環境 に 委 ね る こ と は で き な い ． そ れ
ど こ ろ か， 今後 ア セ ビ が ま す ま す 増 え る 危険性が
高 い ． だ か ら こ そ ， 何か対策 を 取 る 必要があ る と
考 え る ． そ れで も ， 「 こ う い う よ う に な っ た こ と だ
か ら ， ま ぁ 皆 さ ん に ね， 知 ら れ て き た よ う に ね，
だ か ら ， で き り や ， こ こ ， 馬 の形 を 残 し て も い い
か な ぁ ． （ … ） 偶然 の 馬 が消 え て し ま う よ う な こ と
に な る と ， ち ょ っ と 寂 し い 」 と い う 思 い と ， 「 あ ん
ま り こ れ を 保存 し よ う な ん て い う ， そ の あ れ が な
い ん で す よ み ん な ， そ の 日 の 生活 に 追 わ れ て る
よ う な 連 中 だ か ら ， 馬 ど こ ろ じ ゃ ね ぇ ん だ っ て い
う 人 が多 く て ね． 私達 も そ う だ け ど 」 と い う 思 い
が同居 し て い た ．
し か し ， 組合長 さ ん の 言葉 を 借 り れ ば 「名 物 を
無 く し た く な い 」 と 思 っ て い る 所長 さ ん や ， 「 白 馬
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を 愛 し て く れ る 」 筆者 の よ う な 人 間 が い る の で ，
そ れ に も 押 さ れ て ， 組合長 さ ん は ， 2012 年 4 月 28
日 ， 造林組合 の 役員 11 名 と 財産 区 管理会 の 役員
7 名 か ら な る 懇親会 に お い て ， 「 白 馬 」 の 話題 を 提
供す る こ と に な っ た ． そ の 際， 筆者が ま と め た 国
土地理院 の 空 中 写真， そ れ に 白 馬尾根ル ー ト の 地
図 を 描 い た 登山 ガ イ ド な ど が役員達 に 示 さ れ た
そ し て ， 「 白 馬」 成立 の 背景 を 説明 し た 上で 最近
は 「 白 馬 」 に 黒 い 点 が 目 立 ち ， こ の ま ま で は 「 白
馬」 が維持で き ず， 「放 っ と く と ， 馬 がだ ん だ ん 崩
れ て ， イ ノ シ シ み た い に 」 な っ て し ま う と い う こ
と で ， 協力 を 要請す る と ， 全員 が 「 白 馬 」 を 守 る
方 向 で賛 同 し た さ ら に ， 白 馬尾根 に 視察 の た め
に 登 る こ と も 決 ま っ た ．
2 .  造林組合 と 財産 区 管理会 に よ る 白 馬尾根視察
「 白 馬 」 の 視察 は ， 鳥屋造林組合 の役員 9 名 と 財
産 区 財産管理会 の役員 2 名 に よ っ て ， 2012 年 6 月
10 日 に 実施 さ れ た ． 筆者 は ， 視察 の 2 日 後 に 組合
長 さ ん 宅 で 話 を 聞 い た ． 組合長 さ ん は ， 忘備録用
に 書 い た 「
‘
白 馬尾根" 視察体験記」 を 目 で追 い な
が ら ， 「 そ ん で， と に か く お 腹す い た ぞ， 俺． ト ウ
モ ロ コ シ食べ る ？ い ま 茄で た ん だ け ど な 」 と 言 う
ま で， 一気 に 語 っ た
6 月 10 日 曇 り ， 心配 さ れ た 雨 も 上が り ， 予定 ど お
り 実施． 観光セ ン タ ー 前 に 8 時半集合， 財産管理
会の人が 2 人， 造林関係私達 9 人． で， 合計 11 人
で 出発 で， 魚止 （ う お ど め ） っ て い う と こ ま で，
2 台 に 分乗 し て 車 で 行 っ て ， そ の 魚 止 か ら 伝道
（ で ん ど う ） っ て い う と こ ま で， 昔 は こ こ ま で林道
が行 っ て た け ど， 今 は崩壊 し ち ゃ っ て ね， 歩 い て
行 く し か な い ． で ， 9 時 に 伝道 に 到着 し て ， い よ
い よ 伝道か ら 登山道 植林地 内 を 急坂 を 上 っ て ，
造林小屋 っ て ， わ り と し っ か り し た 小屋があ る ん
で す よ ． 昔， 植林 な ん か し た り ， 下刈 り な ん か し
て ， 人夫 （ に ん ぷ ） が泊 ま っ た 小屋だ と 思 う ん だ
け ど， あ す こ で ， も う 時間 が 9 時 10 時 に な っ
ち ゃ っ て ， こ こ で， じ ゃ あ 1 泊 し で帰 ろ う か， な
ん て 言 う 人． 泊 ま っ た 様子が あ る ん で す よ ， 形跡
が， 火 を 燃 し た り で， そ れ か ら ， 道 は水平 の 道
に な っ て ， こ れ は ル ン ル ン 気分で， か な り 行 く ん
だ け ど， 途中 い く つ か 丸木橋 を 通過す る ん で す
よ ． け っ こ う 恐 い ， ロ ー プ な ん か 張 っ て あ っ て ね．
で， 最後 に 急 な 坂道 を 降 り て ， 早戸川 に 降 り る ん
で す よ ， 本流 に ． そ し て ， 降 り た ら ， 高 い 丸木橋．
こ れ も 恐 い ん だ け ど ， そ れ を な ん と か渡 る と ， 向
こ う 側へ移れ る ん だ け ど ， そ ん と き ， ま ぁ ， と に
か く 休 も う や っ つ っ て ， 10 時 に 河 原 へ降 り た ん
だ け ど ほ っ た ら ， 対岸 の 山道 を 通 っ て ， ま た 再
び 川 へ 降 り る ん で す け ど ， そ ん と き ， 若 い 人 は 石
の あ い だ飛 ん で い き ゃ い い ん だ け ど ， 歳取 っ て つ
か ら ， 丸太 を 渡 し て ， そ こ を 通過 し た ん だ け ど ．
再 び 川 が現れ る ん だ け ど ， こ れ は ， ま ぁ 浅瀬 を 飛
び越 し て ， 山 道 に ま た 入 っ て ， い よ い よ 分岐点
ち ゅ う か， 雷平 っ て い う 所へ到着す る ん で す ． そ
の 時 に は も う ， 11 時過 ぎ て た ん で す け ど で， い
よ い よ ， こ っ か ら ， 白 馬 を 目 指 し て 登山 が始 ま る
ん だ け ど ， ヒ ノ キ の 植林が， も う 素晴 ら し い 植林
地 を ひ た す ら 上 る ん で す よ . 1 時間 半 ほ ど 上 っ
て ， 12 時半 に な っ た ら ， ま だ ま だ と て も 行 き つ け
な い っ て い う んで， と に か く 12 時半 な ん だ か ら ，
食事 を し よ う と ． 取 っ て ， ま た 10 分 く ら い 小休止
し て ， も う 雨が ポ ツ ン ポ ツ ン 来 た ん で ， こ ら ， や
ば い な あ あ と ． 早 く 馬 に 到達 し な き ゃ ， つ う わ け
で， 急 い で ね． 疲れ て ん け ど ， 斜面 を 1 時間 く ら
い 上 っ て ， 馬 の 尻尾 の 方 に 着 い た ん で す よ ． ほ で，
ち ょ っ と け っ こ う ， こ こ の 草原 っ て い う か ， く さ
は ら を 歩 い て ， 1 時 40 分頃， 白 馬 の ち ょ う ど 真 ん
中 辺ち ゅ う か， お 腹 の部分 に 行 っ た ん で す ． こ れ，
1 時 40 分 で， ま ， 予想 に 反 し て ， ク マ ザサや他
の 雑草 の 草原 だ っ た で ， シ カ 柵 が設 け ら れ て い
た の は驚 き だ っ た ， い う 感想 な ん だ け ど ． そ ん で，
想像 ど お り だ っ た の は， ア セ ビ の 灌木 が た く さ ん
あ っ た こ と ． イ バ ラ の 木 も た く さ ん株で茂 っ て い
た こ の 2 つ の 植物が馬 の 景観 を 阻む原因 だ と 考
え ら れ る っ て い う ま ず こ れ に 間違 い な い だ か
ら ， あ れ が育つ と ， だ ん だ ん ， だ ん だ ん 馬 の 形が
壊れ て い っ て ， な ん か 困 る な ぁ と い う 印象だ っ た
ん ね． （ こ こ で， 視察の 翌 日 ， シ カ 柵 に つ い て 県 の
自 然環境セ ン タ ー に 電話 で 問 い 合 わ せ た 話が入
る ） で， シ ロ ヤ シ オ や ト ウ ゴ ク ミ ツ バ は ， た く さ
ん 咲 い て は い な か っ た 今年 は不作っ て い う か
で， 2 時 30 分， と に か く 霧が， ガ ス が ま い て き て ，
天気が怪 し く な っ た ん で， 急い で下 山 し た で，
雷平 に 4 時 で， 伝道 に 5 時半， ほ で ， 魚 止 に 6
時 鳥屋着 19 時 （夜 7 時の こ と ） だ っ た そ う い
う ね， ま ぁ 疲労困應 の 視察だ っ た ． で も ， す ば ら
し い 体験だ っ た 発見 が出来 た ．
組合長 さ ん か ら 戴 い た 写真 も 載 せ て お き た い
（第 8 図） ． ア セ ビ が茂 っ て い た こ と は 予想 ど お り
だ っ た が， い く つ か新 し い 発見 が あ っ た ま ず は
ク マ ザ サ の 草原 だ っ た こ と ， そ し て イ バ ラ が繁茂
し て い た こ と ， さ ら に は シ カ 柵が設 け ら れ て い た
こ と だ っ た ク マ ザ サ と い う の は ， 視察前 に は ス
ス キ を 予想 し て い た か ら だ ク マ ザサ の 方が標高
の 高 い 所で も 育つ が， 白 馬尾根の ク マ ザ サ は ま だ
10cm ほ ど だ っ た イ バ ラ に つ い て は ， ア セ ビ と 同
じ く ら い 多 く 見 ら れ た ． イ バ ラ が何 の 木か は 分か
ら な か っ た が， ト ゲ が あ る た め に ， シ カ は 食 べ な
い だ ろ う と 話す ． そ し て 組合長 さ ん は ， ア セ ビ と
イ バ ラ が景観阻害 の 主 な 要 因 だ と 結論づ け た シ
力 柵 は 2 列 に 設置 さ れ た も の だ け で な く ， ヘ リ コ
プ タ ー で運ん だ ら し き 鹿柵用 メ ッ シ ュ の 資材 も 積
み 上 げ ら れ て い た と い う ．
な か で も 一番 の 驚 き は シ カ 柵 だ っ た 視察 メ ン
バ ー に は 財産 区 管理会 の 役員 が 2 名 参加 し て い た
の で， そ の 人達 に 聞 い た が， 事情 を 知 ら な い と い
う ． 白 馬 尾根は 鳥 屋財産 区 の所有 な の で， 本来 な
第 8 図 白馬尾根視察 の 様子
注） 鳥屋造林組合長 の渡邊 巌 さ ん か ら 提供 さ れ た 写真． い ず れ も 白 馬尾根か ら 鳥 屋 の 方 向 を 見 下 ろ す構図 ． 左 の 写真 に は ， シ カ 柵， 丸
み を 帯 び た 多数 の ア セ ビ ， そ の 背後 に あ る 1 本 の モ ミ の 木 が写 っ て い る ．
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らば財産 区の役員 が 了解していな ければならない
が， そうではなかった ところ が， 鳥屋 出 張所に
確認すると， 届 出は確かにあり， 許可を与えてい
た 臼馬尾根をどうしていくかということに対し
て， 鳥屋の末端まで合意 ができていないという 印
象を組合長さんは受 けた．
組合長さんは， 県の方針にも疑問を抱いた． 造
林組合としては， 「 白馬」 が有名になった以上， 鳥
屋の風物詩として残していきたい． そして， 馬の
形の崩壊を 防 ぐには， 造林組合 が主導してアセビ
の木を伐らな ければい けない． そのため， 県の協
力 が必要になる． ところ が， 県の行為は逆だった
アセビを伐るのではなく， シカ柵を立てた． 組合
長さんは， 視察の翌日に， 厚木市長 沢にある神奈
川 県自然環 境保全センタ ーに電話して， 対応した
県職員から， シカ柵の設置 が 2011 年であること
を知った 「シカ柵をやるっち ゅ うことは，アセ ボ
の木を保護するち ゅ うことじ ゃ ね ぇ んだから， ア
セビはシカが絶対食わね ぇ んだからさ」 という発
言に示される よ うに， 組合長さんの 目 には， シカ
柵は皮 肉にしか 映らない．
また， ブナの種子 が飛んできて芽生え， 将来的
に ブ ナ 林が形成されることを期待してシカ柵を設
置した， という 県職員 の説明にも納得がいかな
かった． ブ ナ 林の再生には百年 必要なのに， 人間
の手で植林するわ けでなく， ほとんど可能性のな
い実生からの発芽と成長をシカ柵だ けに委ねてい
るからだ， と組合長さんは説明する． したがって，
組合長さんにとっては， シカ柵の設置は， 安易に
自然保護や環 境保全を 唱える現代 の風潮への迎合
にしか思えな い もっとも， シカ柵自体は 「 白馬」
の景観に悪影響を与えることはないと， 組合長さ
んは考えている．
さらに組合長さんは， 白馬尾根に対する県の考
え方にも不満を感じた． 「あすこに森林 が無いか
らっつ つて， やたらそれを， 今の姿を留め よ うと
しないで， そんなことやられち ゃあ， こっちは迷
惑だし」． 組合長さんに限らず， 多くの人 が， とく
に支障がなく， むしろ評価されているものを， な
ぜ無理に変え よ うとするのか， と思うだろう． 「 白
馬」 が 出来て半世紀になるが， それを守ることこ
そ， 地域の伝統を作ることになる 環 境整備とは，
シカ柵を設置することではなく， 白馬尾根の自然
を維持することだと， 組合長さんは自然環 境保全
センタ ーに 改めて言いに行くつもりだ．
し ま い に は 馬 が イ ノ シ シ み た い に な っ ち ま う
ぞ っ て ． こ の辺な く な る と ， イ ノ シ シ み た い に な
る よ． そ れ を， 姿 を 留 め る っ て い う の も 自 然環境
の 一つ な ん だ け ど ． そ ん な， 木ば っ か り 生や さ な
く た っ て い い よ ． （ … ） そ ん な， 木 を 再生するの，
山 を 再生するの っ て，考 え る な っ て い う ん だ よ ．
そ こ だ け草原 で あ っ て い い じ ゃ な い の． そ れ を 言
い に 行 っ て く ら あ ． こ な い だ電話で話 し だ け ど，
ラ チ あ かな い． （ … ） そ ん な， シ カ 柵 ばっ か り ， こ
さ え る こ と ば っ か り 考 え ん な っ て， 俺言 っ て く
ら あ．
東日本の高い山地や日本海側に広 がる冷涼な ブ
ナ ・ ナラ中心の森であれば， 青森県から秋 田 県に
か けての 白神山地に代表される よ うに， 森を維持
し よ うとする動き が強い． しかし， 西日本の低い
山地や太平洋側に広 がる温暖なシイ ・ カシ中心の
森では， 里山への人間の介入 が多かったために，
兵庫県の六 甲山の よ うに， 以前あった草原を草刈
りで再生し よ うという動き や， 奈良県の 曽 爾高原
の よ うに， 今日残っている草原を野焼きで維持し
よ うという動き が見られる． しかし， 西日本の低
山の森の場合， 里山利 用 が少なくなった以上， 自
然の成り行きに任せて 陰樹であるシイ ・ カシの極
相林の風景に戻っていくままとするのか， それと
も高度経済成長期以前の 陽樹や草原からなる里山
的な風景に戻すのか， どちら が正しいかの答えを
出すことは難しい．
東日本の高山の森に ついてはどうだろうか． 例
えば山 梨 県にある標高 1 700mの 乙女高原の よ う
に， かつてはスキー場として人為的に草原状態が
保たれていた場 所 が， 2000年 のスキ ー 場 閉鎖に
よって， 周 囲の ミ ズ ナラ ・ シカラバ ・ ブ ナなどか
らなる森への遷移を始めたので， 草花の風景 を守
ろうと， ボラン テ ィアグル ープが草刈りしている
例もある． この場合， 草原状態を保つこと が絶対
的に正しいとは言えない． 他方で， 明治 1 7年 頃に
日本の 国土の 3 分の 1 を 占めていたとされる草原
が， 今や 1 %にまで減ってしまった事実 （小椋，
2006) を考えれば， 草原 が守るものであるという
立場も理解できないことはない． 神奈川 県の丹沢 ・
白馬尾根も似た ケー スと考えられるが， 丹沢は貴
重な ブ ナ 林地域だ けに， 乙女高原と比べ， 草原を
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維持するこ と はより難しい．
「木ばっかり生やさなくたっていいよ． （ …） そ
こだけ草原であっていいじ ゃ ないの」， と は造林組
合の組合 長さんの言葉だ． 鳥屋出 張所の所 長さん
によれば， 所長さん自身の子供時代まで， 鳥屋の
人々 は蚕を飼い， 雑木で炭焼き をして， 「草屋根」
に住んでい た 当然， 「カ ヤノ 」も多かったしか
し， 現在カ ヤノ はない． 組合長さん が言うに は，
箱傾 （第3 図） に， か つて広いカヤノ があり， 草
屋根の家 は そこからカヤ を取ってい た そして，
雑木が生えないよう， 毎年春先に村人 が火を付け
て， 山を燃やしていた 「いい山で， ほん と は今残
し と き ゃ ， す ごい， 若草山みたいな山だったんだ
け ど と ころ がね， 植 林熱で植えち ゃったんだよ，
この山， み な ほ と ん どス ギ」， と組合長さん は残
念に思う． そして今こそ， 花粉防止にもなるし，
鳥屋の活性化にもなるので， ス ギや ヒノキを伐っ
て， カ ヤノにしてもいいので は と 話す． 「やれば，
できないこ と はない」， 「伐採して， 放ったらかし
にする と ， すぐカ ヤノになる」， 「ススキの原を残
しておいたって， 自然の破壊で はない」， と 組合長
さん は半分本気で考えている．
里山で は， 木 が生い茂っているから と いって，
山が荒れていないこ と に はならないし， 「森の減 少
＝ 環 境破壊」 と いう先入観 があるので， 木 が増え
れば自然 が回復された と 考えられ がちだ が， 必ず
しもそうで はない （ 古川， 1999 , pp. 66-7 0). もち
ろん， 丹沢の 白馬尾根 は元 は ブ ナ 林であったし，
里山で はなく奥山なのだから， ブ ナ 林 と して再生
させるこ と は 一理ある． しかしな がら， 至る と こ
ろで自然破壊をしている今日， それらを見過 ごし
て， ーカ所の草原を ブ ナ 林に戻すこ と に， どれ ＜
らいの価値があるのだろうか 少なく と も丹沢の
白馬尾根 は， ク マ ザサの草原のままでもいいので
はないか．
と ころで， 「 白馬」を維持していく上での組織作
りも容易でない と 組合 長さん は考えている 鳥屋
の奥山 は， 財産 区 が直接に管理し， 伐採 · 植林や
枝打ち ・ 間伐な どの作業をする 「直営林」， 国や県
に管理 ・ 作業を任せ， 木材から 生じた利 益 は分け
合う 「分収林」， 造林組合や個人に貸し， 造林組合
や個人 が管理 ・ 作業を行なう 「貸付林」に分けら
れる． 集落からの距離による 区分 は 明瞭だ （第3
図）． すなわち， 里に近い山は， 薪炭 ・ 落葉 ・ 下草
な どの供給源 と するために個人貸付林， 中間的 な
山 は， 村が 用材獲得を目的 と して積極的に造林す
る直営林や造林組合貸付林， そして蛭 ケ岳に通じ
る最奥の山は， 植林作業に手間 と 費用 が掛かる一
方， 林道開発を促進するため， 県行造林ないし は
宮行造林 （ 官行造林） の分収林になっている （鳥
屋財産 区史編さん委員会編， 1997 , pp. 244-3 00). 
奥地の 白馬尾根は分収林であり， 県 が管理 ・ 作業
する県行造林地に 区分される． そのため， 造林組
合が直接的に県 と 協議するこ と は難しく， 財産 区
管理会にお願いしなければならない． また， 本格
的に 「 臼馬」 の維持 と なる と ， 鳥屋地域振興協議
会にも協力を求めなければならない．
3 .  ア セ ビの灌木の伐採
その後， 幸運なこ と に， 事態はうまく進ん だ
201 2年7 月 に は， 地元で 「 白馬」を守ろう と いう
意識が高まった結果， アセビの灌木を取り除くこ
と に同意 が得られた そして， 9 月には， 行政当
局 と 地元組織の協力のも と ， 灌木の伐採 を民間業
者に依頼するこ と が決まった
こうして， 翌 2013 年 の冬から は， 黒い 点々の無
い 「 白馬」が 出現するこ と になった （第9 図）． た
だし， 馬の背中付近のアセビ群落 （第5 図） は伐
採していない． この部分のアセビの群落 は， むし
ろ馬が山を駆け上 がる時の躍動感を作り 出してい
るので， 伐採する必要 はないだろう． 「 白馬」の草
原を残すこ と が 大切なのと同じように， アセビで
あっても， 馬の形に著しい影響を与えるのでなけ
れば， 出来るだけ残す方 が 良いので はない か
しかし， シカ柵 は どうだろうか． 短期的に は馬
の形を悪化させない と しても， 長期的に は影響が
出るに違いない． 丹沢山地で は， 1955 年にシカ が
禁漁になり， シカの個体数 が増え 出した. 19 61 年
になる と 県 は 奥山での 大規模な植 林 を開始した
が，ス ギ ・ ヒノキの若芽をシカが食べるので，197 8
年からス ギ ・ ヒノキ植林地の周 囲にシカ柵を張り
始めた （鳥屋財産 区史編さん委員会編， 1997 , p. 
27 1 ). 餌場 を奪われたシカ は， 21 世紀に入って，
標高の高い天然の ブ ナ 林に生育範 囲を広げたが，
そうなる と ， 今度 は ブ ナ 林を守るため， 尾根筋に
シカ柵が作られるようになり， 現在 こ うした植生
保護用のシカ柵の 内 部 は，周 囲の草原 と は違って，
低木層 が増えている （三宅 2008 ).
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第9図 ア セ ビ 伐採前 と 後の 「 白馬」
注） 左 は ア セ ビ が あ る 時 (2012 年 3 月 1 日 ） で ， 右 は ア セ ビ の 灌木が伐採 さ れ た 後 (2014 年 3 月 19 日 ） ． ど ち ら も 鳥居原ふ れ あ い の 館
に 隣接す る 湖畔公園か ら 撮影 ． 尾根 の 積雪深 は 似 た よ う な も の と 思 わ れ る ．
白馬尾根の シカ柵にも 同じ 目的 がある以上， い
ずれア セビとは別の低木が草原に増え， 再び馬の
形 が崩れてくるかもしれない． その 時に， 鳥 屋の
人々はもう一度， 「 白馬」を どうするかの判断と対
応を迫られるだろう．
VII 地域文化や 自 然風景 の 維持
l . 「 白 馬」 の伝統性 と は ？
丹沢 ・ 鬼ケ岩ノ頭の北東尾根は， パルプ材用に
ブ ナやモ ミ が伐採され， その後， 伐採 跡地の下部
には ヒ ノキが植 林されたものの， 上部は植林され
なかったことで草原化した さ らに， 伐採 跡地の
上部と下部の間には崩壊地が生じるとともに， 伐
採 跡地の上部は シカが草を食べることで草原状態
が維持され，かつ ブ ナ 林として再生されないまま，
今日まで来た． その結果， 周 囲の ブ ナ 林に縁 どら
れた草原と崩壊地は， 積雪期には馬の形をした 白
い絵模様となり， 冬の風物詩として親しまれるよ
うになった
この 白い馬の絵模様は，歴史的にも場所的にも，
ヒ ノキ人工林と ブ ナ 天然林の狭間に生じた偶然で
あり， 林業で暮らしを立ててきた鳥屋ならではの
ものと言える． そして， 鳥 屋 が神奈川国体の馬術
会場となったことで， 白い馬の絵模様には鳥 屋ら
しさ を示す象徴性 が加わり， 「 白 馬」という呼び方
も定着した．
本稿では，鳥 屋の 「 白馬」について， 地元の人々
が どう思い， 何を考えて， どのように対応しよう
としているかを中心に論じてきたその中で， 「 白
馬」 が地域文化や自然風景として守られ， 少しで
も多くの真正性と場所性を獲得するには何 が必要
かも探ってき た
全 国各地で， 地域アイデン テ イ ティのために自
然環境や地域文化 が創 出されている． その際に 問
題となるの が風景の場 所性や文化の真正性だろ
う． 地元の人々 が真正とみなすことで， 即真正性
が与えられるわ けではない． また， そこにあるか
ら， 即場 所性を有するのでもない． 自然環境や地
域文化は，必ずしも地元の人だ けのものではなく，
多くの人にとっての共通の財産と考えられる．
丹沢の 「 白馬」については どうだろうか． 「 白馬」
は， 伐採 ・ 植林という鳥 屋の生業と関係する一方
で， 観光や風景を意図しない形で偶然に誕生し，
今では， 地域の人々 から丹沢の冬の風物詩として
受 け入れられ， 登山間係者からは丹沢に珍しい草
原として評価されている． したがって， 鳥 屋の奥
山の 臼馬尾根でな ければ有り得なかった場所性や
真正性は， すでにある程度備えている． しかし，
旧 馬」を紹介する際に， 植林 ・ 伐採という生業の
歴史が語られることはない． 「 白 馬」はただの草原
ではなく， 鳥 屋とは切っても切れない背景を持っ
ている． それ が強調されてもいいように感じる．
また， ケヤキの大木を伐り 出したことで 白馬尾根
の下の場所が 「オオ ゴリ ョ ウ 」と呼ばれるように
なったことも， 積極的に語られてもいいのではな
いか． 「オオ ゴ リ ョ ウ 」 の伝説ないし事実は， 13 0
年 以上の長さに及び， 「 白馬」の場所性と真正性を
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いっそう深めるからだ．
2. 「 白 馬」 は雪形か否か ？
かつて雪国の雪形 が農作業の実際的な役に立っ
ていたように， 丹沢の 「 白馬」も林業上の実際的
な必要性から生じた そして現代， 雪形 が観光の
風景としての意味を強めるようになったのと 同じ
く ， 「 白馬」もまた地域の名物としての意味を持つ
ようになった した がって， 雪国の雪形と丹沢の
「 白馬」の距離は小さ く なっている．
また， 雪国の雪形は雪 が解けることで見える春
の絵模様であり， 丹沢の 「 白馬」は雪 が降ること
で見える冬の絵模様である以上， 二つは正反対に
位置する． しかしな がら， 雪形であっても， 絵模
様自体 が中心になり， ときに 降雪期の絵模様にも
注目が集まっている現代， 雪形と 「 白馬」 の差は
確実に縮まってきている．
純粋に物質としてみた場合， 雪国の雪形は自然
条件だけで 出来ているが， 丹沢の 「 臼馬」には自
然と社会の双方 が関与している． この差はいつま
でも埋まらない． けれども， 雪形 が時代の要請に
答え， 地域振興の役割を担い， 人 々 の願望を叶え
るような多様な形 を取るとき， 三たび， 雪国の雪
形と丹沢の 白馬の差は縮まる．
将来， 人工的に雪の絵模様を描 く 動き が 出て く
るとも限らない． 仮にそうなったとき， 以前は地
域の生業に根差し， 今は 地域の象徴的な風景と
なっている両者の差は， さらに小さ く なるに違い
ない． それでも， 筆者としては， 「 白馬」を雪形に
含めることには抵抗感を持っている．
そこで， 次のように提起したい． すなわち， 農
事歴としての役割を持っていた雪の絵模様を 「第
一世代の雪形」，それ が観光資源や地域遣産になっ
たものを 「第二世代の雪形」， そして積雪期に 出現
する新しいタイプの雪の絵模様を 「第三世代の雪
形」 と呼びた い ． かつての 白馬 岳の 「代掻き馬」
や吾妻小富士の 「兎形」は 「第一世代の雪形」， 観
光対象になった 白馬 岳の 「代掻き馬」や春先の吾
妻小富士の 「雪うさぎ」は 「第二世代の雪形」， 晩
秋から初冬にかけての吾妻小富士の 「雪うさぎ」
や丹沢の 「 白馬」は 「第三世代の雪形」に当ては
まる． こうすることで， 丹沢の 「 白馬」は狭義の
雪形ではないものの， 雪形の一種とは言えるよう
になる．
ただし， 丹沢の 臼馬はあ く まで 「第三世代の雪
形」であって， 狭義の 「雪形」でないことは繰り
返し強調しておきたい． その最大の理 由は， ブ ナ
やモ ミ の伐採で形の素地 ができ， ヒ ノ キを植林し
なかったことで形 が明瞭しなり， 灌木の入り混じ
る草原として続いてきたことで社会の中に形 が認
知され， 形 が崩れてきたときにアセビの灌木を伐
ることで形 が整えられ， そして現在 ブ ナ がまだ再
生していないので形 が守られているというよう
に， す べて木との関わりで存在しているからだ．
本稿の サ ブタイ トルに 「雪形」の語 がな く ， 「 ヒ ノ
キ植林と ブ ナ再生の狭間の雪の絵模様」 となって
いるのは， こうした筆者の考え を示している．
ところで， 本稿の随所で示したように， 外の人
間の質問や分析は，ときに地元の人の関心を引き，
それが 新しい情報 を掘り 出す契機 になること があ
る． また， 外の人間の関心や視線が， 何かをしよ
うと考えている地元の人 を後押しすることもあ
る． 地元の人と外の人間 が相互に補完しあうこと
は， 地域での フィ ール ドワークを構成する一つの
重要な側面だと最後に述べておきたい．
付記 丹沢の 「 白馬」 や植林の こ と に つ い て 語 っ て 下
さ っ た， 鳥屋造林組合長の渡邊 さ ん， 鳥屋 山の猟師の
菱 山 さ ん， 元鳥屋郵便局員の佐藤 さ ん， 鳥屋出張所長
の 河 内 さ ん に は， 深 く 感謝申 し 上 げた い． ま た， 道端
や 店先 な ど で 話 を 伺 っ た 地元 の 方々 に も お 礼 申 し 上
げた い．
（ 首都大学東京 ・ 都市環 境学部）
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